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序章







　何もかも信じられないことばかりだった。

　初夏の空は夕方でもしばらく明るいはずなのに、部屋の中ばかりか開け放った窓の外までもが夜のように暗い。いつもなら耳に入る風の音やざわめき、小鳥の囀さえずりも聞こえなかった。まるでこの場だけが現実から切り取られているみたいだ。

（……どういうこと？）

　エレノアは翠玉の色をした目を見開き、視線をさまよわせた。

　自分が置かれている状況が理解できず、無意識に何度もかぶりを振る。そのたびに金糸のような長い髪が顔の下で揺れるのが見えた。いつもつけている金の十字架も同様だ。

（だめ！　しっかりするの！）

　とにかく落ち着くよう、唇を噛みしめて自分に言い聞かせる。今は何としても冷静でいなければならなかった。

　たとえ一糸まとわぬ姿にされ、自由を奪われていようとも。剥き出しになった乳首や陰部が淫らな熱を帯びて、ジンジンと疼いていようとも。そしてそんな様子を射抜かれそうなほど鋭い視線で見つめられていようとも。

　エレノアは懸命に自分を励まし、なんとか言葉を紡いだ。

「いったい……どういうおつもりですか？　なぜこんなことをなさるのです？」

　羞恥に震えながら問いかけても、答えは返ってこない。いくら待っても、無情な沈黙が続くだけだ。

　どうしてこんなことになったのだろう？　この部屋に入った時はもちろん服を着ていたし、念のために護身用の剣も持っていた。決して油断してもいなかったのに――。

　それでもここで取り乱したら負けだと思った。

　エレノアは伯爵令嬢でありながら、ペルジャンドル王国を守る王立騎士団の一員として活躍している。剣の腕が立ち、有能さを認められて、大勢を束ねる副官のひとりにも任じられた。過酷な状況に陥ったのは今回が初めてではないし、命を落としかけたことさえあるのだ。

　だが、今はどうしたらいいのかまったくわからない。

　というのも、縛られているわけでもないのに、エレノアの四肢は大きく広げられたまま、まったく身動きできなかったからだ。あられもなく秘処をさらした恰好は、全身から火が噴き出そうなほど恥ずかしい。

　しかし何より信じられないのは、その華奢な身体がうつ伏せの状態で宙に浮かんでいることだった。

　床からの高さは小柄なエレノアの背丈とほぼ同じくらいだが、支えとなるものは何ひとつない。まるで見えない縄で吊りさげられているかのようだ。

　しかも時おり、羽根のような何かが乳房や淡い下生えをからかうようにくすぐっていく。手足を動かせないので振り払うこともできない上、それもまたエレノアの目には捉えられなかった。

（ありえないわ……こんなこと）

　まるで夢を見ているようだが、全身のあさましい反応が現実であることを無慈悲に告げている。

　上気して汗ばんだ肌、痛いほど尖った二つの乳首、そして淫らに充血して、ヒクヒク痙攣する蜜洞。

　十九年の人生で身に着けた知識も経験も、すべて粉々に砕け散っていくような気がした。それでもなんとか気を取り直そうと、目を閉じた時だ。

「くっ！」

　ふいうちで秘裂を撫で上げられ、白い肌が粟立った。

「あうぅ！」

　そのまま無防備な女陰をまさぐられると、自分のものとは思えないような甘い嬌声が零れた。

「ん……んぅ、やぁ」

　いくら拒みたくても、愛撫に慣らされた身体はたやすく心を裏切ってしまう。すでに潤んでいた花芯から、トロリと淫蜜が溢れ出るのがわかった。

　だが、最も感じる秘芽にはまだ触れられておらず、欲望は募るばかりだ。

　いっそ夢ならいいのにと思いながら、エレノアは目を開けて前方に強い視線を向ける。たとえどれほど弄ばれようと、相手に屈したくはなかった。

「お願い……です……どうか」

　ゆらめく蝋燭ろうそくの明かりの中、黒髪の青年が粗末な木の椅子に座っていた。荒縄で身体を縛りつけられながらも、銀色に輝く瞳は冷ややかに、それでいて食い入るようにエレノアを見つめている。

　長めの漆黒の髪と黒衣のせいで、青白い顔だけが宙に浮かんでいるかのようだ。その面差しは目を奪われるほど端麗だが、まったく感情が読めない。もっとも彼はいつだってそうなのだけれど――。

「お答え……ください、ユリウス様」

　エレノアが知っているのは、ユリウスという彼の名前だけだ。他には年齢も出自も教えられていないが、もしかしたらそれさえ偽りかもしれなかった。

「どうしてこんなことを――」

　エレノアは掠れた声で、もう一度問いかける。

　自分はずっと彼に対して誠実だったし、最善を尽くしてきたはずだ。その求めに応えて、大切に守ってきた純潔さえ捧げ、幾度となく犯されても耐え続けた。今さら、こんな暴挙を振るわれるいわれはないはずだ。

　確かにユリウスが激怒するのも当然だろう。不当に拘束され、こんなところに閉じ込められているのだから。

　とはいえ、エレノアひとりが悪いわけでないことはわかっているはずだ。それなのにこれほど辱められる理由があるとしたら、せめてそれを教えてほしかった。

「ユリウス様！」

「これは罰だ」

　思いがけない返答に、エレノアは目をしばたたく。

「……罰？」

　エレノアを断罪しながらも、ユリウスの表情に変化はなく、低い声も落ち着いていた。

「俺をたばかったな、エレノア？」

「いいえ、わたくしはそんな――ひうぅっ！」

　いきなり両方の乳首を弾かれ、華奢な身体が跳ねた。鮮烈な快感が、閃光のようにエレノアの背筋を走り抜けていく。

　さらに二つの肉粒はしなやかな指に挟まれているかのように、グニグニと潰され、自在にこねられた。同時に見えない手がエレノアの背後に回って、まろやかな臀部を撫でまわす。優しく、それでいていやらしく。

　両方の乳房をまさぐられ、下肢の狭間も執拗に弄ばれて、エレノアは愉悦の波に翻弄される。しかし息が上がるほど喘がされても、そこで終わりではなかった。

「やあっ！」

　今度は愛撫で尖った二つの乳首が、あたたかく湿った何かに包み込まれたのだ。ちょうど唇に含まれたかのように。さらに舌で舐め回されるみたいに、じっくり転がされると、もう歯止めがきかなくなった。

　じれったいほど優しい動きに、腰がものほしげに揺れ、淡い色の陰唇がヒクヒクと痙攣する。もっと強く、もっと感じるところを弄ってほしかった。

「やめ……お願い……もう」

　貴族の誇り、騎士の矜持――これまでエレノアを支えていたすべてが、風に飛ばされる砂のように消え去っていく。

　それなのに目前のユリウスは縛られたまま、微動だにしていなかった。こんなにも自分を追い上げているのは彼に他ならないのに――。

（……どうして？）

　ありえない状況で絶え間ない快感を与え続けられ、今やエレノアの理性はグズグズに崩壊しかけていた。

「本当に淫らな身体をしているな、エレノア」

「ち、違う、そんな――」

「いや、今にも達してしまいそうだ。イキたいのだろう……いつものように？」

「やん、あ、ひぃっ！」

　どんなに堪えようとしても、嬌声が抑えられない。

「誰だ？」

「だ、れ……って？」

　エレノアはうつろな声で問い返した。

「君の心にいる想い人は誰だ？　そんな相手はいないと、前に言っていたはずだが」

「おもい……人？」

「約定を結ぶ際、誓ったはずだ。君の身も心も、俺に捧げると」

「わたくしは……偽りなど……申しておりま……あ、あう、ん！」

　いくつもの見えない何かが、なおも乳房や秘処を甘く苛み続ける。そんな答えではとうてい納得できないというように。

　それでもエレノアは懸命に呼びかけた。

「ユリウス様、どうか――」

　なんとか誤解を解きたかった。容赦ない蹂躙以上に、ユリウスから疑われていることがなぜかひどく堪える。

　確かにあこがれている相手はいたが、心を寄せていたのは過去のことだ。もちろん今でも主として敬愛してはいるけれど――。

「……強情な」

　舌打ちの音が聞こえ、ふいに見えない戒めが解けた。

（落ちる！）

　思わず身を竦めたが、次の瞬間、エレノアはたくましい腕の中にいた。抱きとめてくれたのは、縛られて動けないはずのユリウスだった。

　拘束されていてもエレノアの自由を奪って嬲り続け、今度は落下しないよう手を差し伸べてくれた。いったいいつの間に縛めを解いたのだろう？　彼が不可思議な力を持っていることはよくわかっているつもりだったけれど――。

「ユリウ――」

　そのまま何も言えなくなったのは、彼の表情が目に入ったからだ。

　恐ろしいほど美麗だが、怒りを孕んだ冷ややかな面差し――ところが銀色に輝く瞳ばかりは、どういうわけかひどく悲しげに見えたのだ。

　その気になれば何でも望みをかなえられるのに、今のユリウスは寄る辺ない子どものようで、エレノアの胸が疼く。思わず「大丈夫よ」と声をかけたくなるくらいに。

　だが、彼はふと視線をそらすと、エレノアを床に横たえ、覆いかぶさってきた。

「そろそろ限界のようだな」

　落ちてきた声は平板で、先ほど見せた憂いなど露ほども感じさせない。見上げた顔には冷笑が浮かんでいた。

「俺が欲しいのだろう、エレノア？」

「あぅっ！」

　ふいに、長い指で両脚の狭間を探られた。先ほどまでとは違い、今度はユリウス本人が花弁をグチュグチュとかき回す。本物に弄られていると思うと、いっそうたまらなくなった。

「や、ん」

「犯してほしくてしかたないはずだ。君のここは恥ずかしいほど濡れて、いやらしくヒクついているからな」

　エレノアを嘲りながらも、彼の指は優しかった。そして冷たい石の床に仰臥ぎょうがさせられているのに、その感触は上等な羽根布団のように柔らかで心地いい。

　ユリウスと出会ってからというもの、奇妙なことばかり続いているが、もはやエレノアはそれをおかしいと思う余裕さえ失っていた。

「脚を開け、エレノア」

　ユリウスに誘われるまま、エレノアは自ら大きく脚を開く。羞恥も屈辱も、誇りさえ忘れてしまうほど、今はただ彼が欲しかった。

「よし。いい子だ」

　腰を引き寄せられ、猛った男根が押し当てられる。それだけで背中が大きくしなり、エレノアは軽く達してしまった。

「ひぁっ！」

　そのまま狭い蜜口に亀頭を突き入れられ、敏感な柔襞をゆっくり抉られる。凶暴な熱い肉杭を、エレノアは全身を震わせながら受け入れた。

「あう、う……んぅっ！」

　嬌声を口づけで封じ、ユリウスはさらに腰を進めてきた。浅く深く、自在に抜き差しを繰り返され、何度も絶頂へと追い上げられてしまう。

　――君の心にいる想い人は誰だ？

　さんざん喘がされ、気が遠くなりかけた時、頭の中でユリウスの問いかけが響いた。

（想い人……わたくしの……想い人）

　自分にそんな相手はいないのに――。

　なおも大きく揺さぶられながら、エレノアの心に浮かんだのは今も自分を苛んでいるユリウスその人だった。
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第一章　闇の森の隠者









　――あの森には絶対に近づいてはいけないよ。この世で一番恐ろしい魔物に捕まって、生きたまま頭から食われてしまうからね。

　ペルジャンドル王国の子どもたちはみな、北東の国境沿いに広がる森について、幼いころからそう聞かされて育つ。

　その名は『闇の森』。

　巨大な針葉樹がびっしりと生い茂って陽光を遮っているため、昼なお暗く、そこに行けば二度と戻ってこられないと言われている場所だ。

　もちろんエレノアもそのことは乳母からくどいほど聞かされてきたし、双子の妹であるアメリアはそのたびに怖がって涙ぐんだ。

　今は大人になったし、魔物など迷信に違いないと思いながらも、決して近づくつもりはなかったのだが――。

「この先は馬では無理ね」

　白馬に跨ったエレノアは前方に広がる鬱蒼とした樹林を見やり、小さくため息をついた。これからそこへ足を踏み入れるのだと思うと、やはり気が重くなった。

　獣道さえ見当たらない深く暗い森――八月も間近だというのに、辺りに漂う空気はひんやりとしていて、昔からの言い伝えは真実かもしれないと思わせるほどだ。

　どこまでも続く森林地帯は異国の侵入者を寄せつけず、ペルジャンドルにとっては天然の防御壁となっている。しかし裏を返せば、この森を抜けて国外に出るのもまた至難の業なのだった。

　――だめよ、エレノア。危険過ぎるわ！

　もしアメリアが知ったら絶対に許さないはずだが、彼女のためにもエレノアは先に進まなければならなかった。

「じゃあ、ローゼン。ちょっと行ってくるわね」

　エレノアは身を屈めて、真っ白な愛馬のローゼンに微笑みかける。自分を励ますためにも、あえて気軽な調子で話しかけた。

「今の時期ならそう寒くはないから、いい子で待っていてちょうだい。だけどわたくしがしばらく戻ってこられなかったら、あなたは騎士団の営舎に戻るのよ」

　馬を降り、首を撫でてやると、ローゼンは承知したというように嘶いなないた。素直で賢い牝馬ひんばで、エレノアにとっては親友のように大切な存在だ。

　ローゼンは判断力も高い。たとえ言葉がわかっていなくても、的確に行動してくれるだろう。それに自分がいつまでも戻らければ、騎士団の仲間が必ず動き出すし、その場合もローゼンがここまで導いてくれるに違いない。

　もっとも、これから自分が行うことは誰にも話していないけれど――。

「じゃあ、また後でね」

　エレノアはローゼンに背を向け、軽快な足取りで歩きだした。

「やっぱりスカートは歩きにくいわね。足に絡まっちゃう」

　思わず苦笑したのは、いつもと違う恰好をしているからだった。

　今日は長い金髪を右耳の下でひとつに結び、質素な麻のブラウスとスカートを着て、エプロンもつけている。たとえば近くの村で乳搾りをしている娘に見えるように。

　――飼っている牛がいなくなってしまって。

　そんなふうに言えば森に入る理由になるし、もし探している相手に出会えた時にも警戒されずに済むかもしれないと思ったのだ。少なくとも、本来の姿で会うよりは。

　とはいえ、エレノア・マリア・フォン・リーヴェルトがただの村娘でないことは、容易に見て取れた。

　艶やかな金髪と宝玉を思わせる大きな緑色の目――どれほどやぼったい恰好をしていても、天性の美貌は隠しようがない。

　その美しく華やかな容姿は、双子の妹であるアメリアと共に、ペルジャンドルの社交界でも群を抜いていた。エレノアたちが正装して舞踏会に姿を見せると、誰もが息を呑んで言葉を失うほどだった。

　十九歳になったばかりで、父は王宮でも強い発言権を持つ伯爵。さらにリーヴェルト家は広い領地と莫大な財産を有している。当然ながらエレノアには降るように縁談が舞い込んでいたし、とっくに王族か高位貴族に嫁いでいてもおかしくなかった。

　現に、アメリアはペルジャンドルの王太子アーネストとの婚礼を間近に控えている。とにかくこんな剣呑な場所は、エレノアにはまったく不似合いだったのだ。

　しかし実のところ、彼女にはもうひとつの顔があった。

　そのたおやかな姿からは想像もつかないが、エレノアは栄えあるペルジャンドル王立騎士団の一員であり、女性でありながら副官を務めている。副官は数名いるものの、異例の任官だった。

　そもそもリーヴェルト家は何代にもわたって王立騎士団を束ねる任を負ってきた。エレノアの大叔父や叔父もかつて団長を務め、ペルジャンドルに貢献してきた。しかしそれだけの理由で、若い女性が副官を任せられるはずもない。

　実際、エレノアは勇猛果敢な者ばかりの騎士団でも一、二を争う剣の使い手だ。さすがに腕力では男性にかなわないものの、その知力と敏捷さで何度も修羅場を切り抜けてきた。

　十三歳で入隊して以来、人一倍努力を重ねる姿を見てきた騎士たちは、今ではみなエレノアを敬愛し、部下たちも彼女に絶対服従を誓っている。

　だが、そんな彼らでさえ、『闇の森』には決して近づこうとしない。もしエレノアが足を踏み入れるところを見れば、全力で引き止めるだろう。ここはそれほどまでに恐れられ、敬遠されているのだった。

　それでも森の奥へと分け入っていくエレノアの動きはかろやかだ。高い木立のせいで日が差さず、馬が通れないようなところでも臆さず進み、その動きには迷いも隙もない。

　仲間も連れず、ひとりで行動しているのは、決して表沙汰にするわけにはいかない差し迫った事情があるからだった。

　とはいえ、エレノアに確固とした当てがあるわけではない。なにしろここで見つけてほしいと命じられた相手は普通の人間ではないのだから。

（本当に会えるのかしら……隠者様に？）

　胸の中に渦巻く疑問をあえて押し殺し、エレノアは先を急ぐ。彼女自身は隠者というものが何か知らなかったし、実在しているかもわからない。噂はもちろん、昔話としてさえ耳にしたことがないのだ。

（だけど、行くしかないわ）

　エレノアは小さくかぶりを振って、さらに足を速めた。これ以上疑えば、このまま動けなくなる気がした。

　――どうか力を貸してちょうだい、エレノア。

　彼女を追い立てているのは、頭の中で響いている悲痛な訴えだった。

　――このままでは王家の、いいえ、ペルジャンドルの存亡さえ危うくなってしまいます。この恐ろしい事態を救える者がいるとすれば、あなたしか考えられません。誰にも知られるわけにはいかないのだから。

　エレノアはブラウスの上から、いつも身に着けているペンダントをそっと押さえた。

「承知しております……王妃様」

　中央にエメラルドがはめ込まれた小さな十字架は、王立騎士団に入団する際に王妃から贈られたものだ。エレノアの今後の活躍と無事を願って、王妃自らが首にかけ、抱きしめて祝福してくれた。




　ペルジャンドル王家はリーヴェルト家の親戚筋で、今も家族ぐるみの付き合いが続いている。中でも王妃はエレノアとアメリアの名づけ親で、小さいころから何かと二人を気にかけてくれていた。

　その王妃から受けた密命とあれば、どんなことをしてでも応えなければならなかった。

　――『闇の森』に住むという隠者を王宮に連れてきてちょうだい。その人なら、わたくしたちを助けることができるかもしれません。




　隠者の存在を知るのはごく限られた者だけで、特に王家では国難に陥った時には救いを求めるよう伝えられてきたという。もしかしたら伝承に過ぎないかもしれないが、今がそういう状況であることは否めなかった。

　王妃がいると言うなら、きっと隠者は存在しているのだろう。だとすれば、この森がどれほど広くても必ず探し出してみせる。たとえ何日かかっても。

（夜を過ごせるような場所はあるかしら？）

　森に入ってから数時間が過ぎた。入り組んだ木の根を避けながら、エレノアがさらに先を急ごうとした時だ。

（えっ？）

　瞬間、全身に震えが走った。

（何か……いる）

　これまで感じたことのない、ただならぬ気配。

　怪しい物音や鳴き声は聞こえなかったし、木々が揺れたわけでもない。それなのに周囲の空気が突然変わった気がして、エレノアは隠し持った短剣に手を伸ばす。

　その動きに反応したかのように、前方で何かが動いた。

（来るわ）

　グル、グルル――地の底から聞こえてくるような、重苦しい唸り声。

　続いて、黒い大きな影がゆっくりと姿を現した。だが、足音はまったく聞こえない。

（これは？）

　薄暗いため全貌はよくわからないものの、爛々と光る銀色の眼がエレノアを鋭く見据えている。　黒々とした毛並みは周囲に溶け込んで、二つの瞳だけが宙に浮かんでいるように見えた。

　ガルル――また威嚇するように、低い唸り声が響く。

　大きな山犬か、それとも狼だろうか？　いずれにしろ行く手を阻んでいる相手が、かなり危険であることに変わりはなかった。

　もし空腹であれば、エレノアは格好の獲物だろう。すぐにも牙を剥いて飛びかかってくるかもしれない。しかしどれほど恐ろしくても、こんな場合に背を向けて走り出すのは最たる愚策だ。

　獣との距離は三メートルほど。木の根が張り出していて足場は悪いし、すぐに追いつかれてしまうに違いない。

「聞いてちょうだい」

　エレノアはひとつ息を吸うと、黒い獣と視線を合わせ、落ち着いた声で話しかけた。

「わたくしは他の人に用があって、ここへ来たの。あなたに何かするつもりはないわ」

　森の中なのだから、何かしらの獣が姿を見せるのは想定内だった。襲われれば応戦するしかないが、できれば剣を振るわずに済ませたい。この先のことを考えれば体力を温存しておきたかったし、むやみに殺生をしたくなかったのだ。

　たとえ言葉が通じなくても、隙も敵意も見せなければ、うまくやり過ごすことができるかもしれない。

「とにかく先を急いでいるの。理由があるのよ。どうか通してちょうだい」

　すると、相手の気配がわずかに和らいだような気がした。まるで先を続けろと促すみたいに、銀色の瞳がゆっくり瞬く。

「わたくしは、この森におられるという隠者様を探しているの。その方を王都までお連れして、お力をお借りしたくて」

　自分でも、獣に話しかけるなんてどうかしていると思う。しかしそれなら、いるかいないかわからない隠者を探すこと自体がばかげた話なのだった。

　エレノアはさらに話し続けた。

「ペルジャンドルをお救いいただくためよ。それができるのは隠者様だけだし、お会いできなければ、この国は滅びてしまうかもしれないの」

　エレノアは国を守る王立騎士団の一員だ。たとえどんなにありえない状況に置かれても、常に最善を尽くさなければならない。現に、王家は危機に見舞われているのだから。

　病で日に日に痩せ衰えていく王太子アーネスト、その身を案じて泣いてばかりいる妹のアメリア、沈痛な表情の国王夫妻――エレノアの脳裏に、大切な人たちの面影が浮かんでは消えていく。自分にとってはみな、ペルジャンドルそのものより価値があるかもしれない、絶対に失いたくない人たちだ。

　ペルジャンドル王家は何代にもわたって善政をしいており、国民から慕われているが、中でも当代の国王夫妻は絶大な人気がある。特に王妃は気品と親しみやすさを併せ持ち、国母として敬われていた。

　それなのに居室にエレノアを呼び出した時、王妃はいつになく憔悴して、弱々しくさえ見えた。というのも次期国王である王太子が病に倒れたからなのだが、問題はその原因も治療法も見つからないことだった。

　床についてひと月が過ぎたが、王太子の病状はよくなるどころか、次第に衰弱していくばかりで、侍医たちも困り果てているという。ペルジャンドルのためには何としても、それも秘密裡に回復してもらわなければならず、そのことが王妃を追いつめているようだった。

――もう、他に方法がないのです。この上は隠者様にお縋りするしか……。

　この国にはかつて特別な能力を持つ隠者と呼ばれる人々が存在していたという。凶事を予言し、干ばつの時には雨雲を呼び、医者が匙を投げた重い病さえみごとに治したらしい。しかし目立つことを嫌う隠者たちはやがて姿を隠し、『闇の森』に引きこもってしまったそうだ。

　まるでおとぎ話だが、たまたまそれを耳にしたらしい王妃は隠者に執着するようになった。

――おかしなことを言っているのはわかっています。それでも探し出してほしいの。

　手がかりがほとんどない上、ひどくうさんくさい相手であっても、なお救いを請こわずにはいられない――そんな王妃の胸中を思うと、エレノアは憔悴を覚えずにはいられない。

（こんなところで足止めされている場合じゃないわ）

　自分がこうして獣と睨み合っている間にも、状況は悪化しているかもしれないのだ。

　もしも次期国王に万一のことがあれば、国政は乱れ、異国から侵略される恐れもある。何よりアメリアは二度と立ち上がれないほど嘆き悲しむだろう。そんな事態だけは絶対に避けなければならなかった。

「お願い。わたくしを先へ行かせてちょうだい」

　エレノアが再び声をかけた時、獣がわずかに反応した。それまで垂れていた首を起こしたのか、銀の瞳の位置が上方へと動いたのだ。

（……大きい）

　目が暗さに慣れたせいもあって、その全貌がようやく見えてきた。姿は狼によく似ているが、愛馬のローゼンと同じくらいの大きさだ。こんな狼がいるはずはなかった。

　あからさまな敵意や殺気こそ覚えないものの、エレノアを取り巻く空気は急に緊張を増したように感じた。

「わたくしに……道を譲る気はなさそうね」

　武器は隠し持った短剣のみで、この獣を仕留めるにはかなり心もとない。それでも相手の大きさを考えれば、敏捷さでは自分に利があるように思えた。

　この獣に中途半端な攻撃は通用しないはずだ。反撃を食らわないためには、一気に距離を詰め、喉笛を掻き切るしかない。

　エレノアは次の瞬間、短剣を取り出し、素早く右手へと動いたが――。

（えっ？）

　いったい何が起きたのかわからなかった。確かに急所を狙って、刃を振るったはずなのに――。

「……くっ！」

　気がついた時には地面に押し倒され、覆いかぶさられていたのだ。しっかり握っていたはずの短剣もなくなっていた。

　身体を押さえつけているのは、獣の前足一本だ。それなのにエレノアはまったく身動きができない。

「は、離して！　わたくしを離しなさい！」

　すぐ真上で、獣が鋭い牙を剝いていた。このままでは今にも喉を食い裂かれ、絶命するだろう。

しかしことここに至ってもなお、エレノアは屈するつもりはなかった。自分が倒れれば、愛する人たちの、そして母国ペルジャンドルの運命までもが大きく変わってしまう。

「わたくしは、どうしても隠者様に――」

　なんとか反撃したくて身を起こそうとした時、低い笑い声がした。

「えっ？」

　エレノアは思わず目を見開く。周囲は深い森で、誰もいないのだ。

　――健気なことだ。

　もちろん獣が口をきくはずもなかった。それなのに見知らぬ声は気楽な調子で話し続ける。

　――たいした忠義者だ。感心した。

　あきれたような、それでいてどこか楽しそうな呟きは確かに空耳ではない。しかもその声は、どういうわけか頭の中で響いていた。

「誰？　誰なの？」

　困惑、強い恐怖と不安。激しい混乱がエレノアを襲う。緊張の連続で疲れきった心と身体は、すでに限界を超えていた。

「どうしてこんなこと――」

　次の瞬間、視界が暗転し、エレノアは意識を失った。






第二章　約定の接吻









　ペルジャンドルの王都アイトノーラ。

　長く平和と繁栄が続いている王国らしく緑豊かな土地には整備された街並みが広がり、小高い丘の上に白亜の王宮が聳そびえている。

　大理石の城館は近寄りがたいほど壮麗だが、奥の庭園は色とりどりの花々で溢れ、楽しそうな歓声が響いていた。

「よし、十まで数えた。もう、いいかい？　始めるよ」

　絹の目隠しを外し、快活に宣言したのは王太子のアーネストだ。

　栗色の髪と青い瞳を持つ彼は、少女といっても通りそうなくらいきれいな顔立ちをしているが、上背があって伸びやかな体つきをしている。

「みんな、ちゃんと隠れることができたかい？」

　あちこちから「はあい」と、元気な答えが返ってきた。

「それじゃ探しに行くからね」

　今年で十歳になるアーネストはもともと利発な上に、幼児期から帝王教育を受けているため、年齢の割にずいぶん大人びていた。だが、そんな彼も気心の知れた相手といる時だけは、子どもらしく大声で笑ったり、はしゃいだりする。

「さあて、いったいどこに隠れているのかな？」

　アーネストの声が聞こえ、エレノアと双子の妹のアメリアは顔を見合わせ、クスクスと笑った。

「さあ、始まったわよ」

「どうしましょう、エレノア？　なんだか胸がドキドキするわ」

「大丈夫。深呼吸してみて、アメリア」

　二人は八歳になったばかりだが、母である伯爵夫人が王妃の親戚なので、王太子とも仲がいい。今日は兄のクラウスと一緒に内輪のお茶会に招かれていて、ちょうどかくれんぼうを始めたところだった。

　最初の鬼に名乗りを上げたのはアーネストで、彼と仲がいいクラウスが護衛を兼ねて、そばに控えている。

「カール、見つけたぞ！」

「わあ、しまった！」

　アーネストたちの笑い声が弾け、初夏の庭園には、明るくのどかな空気が流れていた。

「エレノア、わたくしたちは大丈夫かしら？　見つからないと思う？」

「ええ、上手に隠れられたと思うわ」

　二人がいるのは丸く刈り込まれたツゲの陰で、小さな少女たちが隠れるにはちょうどいい場所だ。その手前には迷路になるように植えられた木立が広がっているので、鬼はそちらに向かうだろうと思ったのだ。

「さあ、エリーズ。見つけたぞ」

「まあ、どうしましょう！」

　またひとり見つけたらしく、歓声が上がった。

「エリーズが見つかったみたい」

　はしゃいだ声が聞こえて、アメリアは小さなため息を落とす。王太子たちの楽しそうな様子が気になるのだろう。アメリアはアーネストが大好きなのだ。

　エリーズは侯爵家の令嬢で、エレノアたちと同い年。その身分にふさわしい華やかな美少女だ。アメリアが気を揉むのもわかる気がした。

「大丈夫よ。殿下はすぐには見つからない相手の方がきっとお好きだから」

「ほんとにそう思う？」

「ええ、もちろん。さあ、しっかり隠れましょう」

　エレノアがそっと肩を抱いてやると、アメリアは安心したように頷いた。

「ありがとう、エレノア」

　今日のアメリアは薄いピンクのドレスを着ていて、愛くるしい姿は小さなバラの蕾を思わせる。自分の妹ながら、エレノアは目を奪われずにいられなかった。

（かわいい）

　双子とはいえ二卵性なので、二人は髪や瞳の色だけでなく性格も違っている。

　アメリアは母親譲りの鳶とび色の髪と青い瞳の持ち主で、純真で夢見がちなかわいらしい少女だ。一方のエレノアは父である伯爵によく似ていて、金髪で緑の瞳。明るく素直だが、妹に頼られることが多いせいか、アメリアよりもしっかりしていた。

「そういえばお母様が、そろそろ新しいドレスが届くとおっしゃっていたわ。次に王宮に伺う時は、それを着てくるといいわ。きっと殿下が褒めてくださるわよ」

「ええ、エレノアもね」

「……そうね」

　無邪気なひとことに、エレノアは思わず苦笑する。実は、王太子に惹かれているのはアメリアだけではなかったのだ。

　ペルジャンドルの多くの娘たちがそうであるように、エレノアもまた高潔で心優しい王太子にあこがれていた。

（だって殿下は、とてもすてきですもの）

　それでも彼に一途な思いを寄せる妹を見ていると、応援してやりたくなるのだった。

　ほどなく、アーネストや彼に見つけられた者たちの声が近づいてきた。

「さて、あとは誰が残っているかな。ああ、エレノアとアメリアがまだ――」

　自分たちの名前が聞こえ、エレノアたちが思わず目を見開いた時だ。

「殿下、危ない！」

　突然、兄のクラウスの叫び声が響いた。

「お兄様？」

　エレノアとアメリアは反射的に立ち上がる。兄の声はそれほど切羽つまって聞こえた。

「お兄様、どうかなさったの？」

　もう、かくれんぼうどころではない。急いで木の陰から飛び出すと、クラウスとアーネストが蹲うずくまっているのが見えた。

「殿下、どうなさいました？」

　ただならぬ様子に、少し離れていた衛兵たちも慌てた様子で走ってきた。

「誰か、侍医を呼んでくれ！」

　命じるアーネストの声もいつになく切迫している。

「急いで！」

　エレノアたちが駆け寄ると、クラウスが右の足首を押さえ、小さく呻いていた。その顔は青ざめ、きつく眉を寄せている。

「お兄様！」

「いったいどうなさったの、お兄様？」

　取り乱すエレノアとアメリアを見て、クラウスはわずかに口角を上げてみせた。

「だい……じょうぶだ。心配……ない」

「蛇に噛まれたんだ」

　アーネストがクラウスを支えながら、エレノアたちに「申しわけない」と頭を下げた。

「クラウスは私をかばってくれた」

　王太子が迷路状の木立に近づいた時、茂みから黒い蛇が飛び出してきたという。彼を守ろうとして、咄嗟に前に出たクラウスが噛まれてしまったのだ。

「お兄様！　お兄様！」

　その時、侍医や召使いたちが走ってくるのが見えた。

　苦痛に顔を歪めるクラウス。そんな兄を心配して泣きだすアメリア。懸命に二人を励ますアーネスト。そしてエレノア自身はどうすればいいのか途方に暮れて、立ち尽くしていた。

　兄のために役に立ちたいのに、あいにく何も思いつかない。

　――それから……どうなったんだったかしら？　わたくしはどうしたのかしら？

　楽しいひとときになるはずだったのに、いきなり不幸な事故が起きた初夏の午後。

　――それから、それからわたくしは……。

　色とりどりの花々も、兄やエミリアや衛兵たち、さらには王太子の姿までもがどういうわけか次第にぼやけて、靄に覆われていく。

　正直、その後のことをエレノアはあまりよく覚えていない。この一件は八歳の少女にとって、数日間の記憶が飛んでしまうほど衝撃的だったのだ。

　――ああ、そうだわ。夢……これは夢……あの時の……もう何年も前の。だって、今のわたくしは――。

　あれからすべてが変わってしまい、二度ともとには戻れない。

　そう気づいた時、ふいに視界が真っ白になった。




＊　＊




　パチパチと何かが爆ぜるような音がして、エレノアは小さく身じろぎをした。

「う、う……ん」

　まず木が燃える匂いが鼻先をくすぐり、続いて意識したのは乾いてはいるが少しごわついた布の感触だった。どうやら近くに暖炉があって、寝具にくるまれているらしいが、そのどちらも慣れ親しんだものではない。

（……えっ？）

　半ばまどろんでいたエレノアは急速に現実へと引き戻され、薄く目を開けた。

　美しい花園も、そこにいた大切な人々のことも瞬時に忘れ去って、油断なく視線だけを動かす。訓練を重ねた騎士の本能――自身が異常な状況に置かれた時、どう行動するべきなのか判断するためだった。

（ここはどこ？）

　まず目に入ったのは、丸太を組んだだけの粗末な天井だ。頑丈そうだが、年季が入っていて、煙でいぶされたらしく黒っぽくくすんでいる。

　まったく見覚えのない場所だった。寝かされているのは固い木の寝台で、造りからして森番の小屋のようだが――。

（そうだわ！　わたくしは――）

　エレノアは自分が『闇の森』に足を踏み入れたことを思い出した。そこで山犬とも狼ともつかない大きな獣に遭遇し、しばらく睨み合った後で押し倒された。

　覚えているのはそこまでで、それから失神したらしい。

　――たいした忠義者だ。感心した。

　最後に頭の中で響いた奇妙な声がよみがえって、その時の緊張感も呼び覚まされた。

（どうしてこんなところにいるの？）

　射るような視線を放つ銀色の瞳と、闇に溶け込む黒い毛並み。

　あのまま喉笛を噛み切られてもおかしくなかったのだ。あの獣はどうしたのだろう？　誰かがあれを追い払って、自分をここに連れてきてくれたのだろうか？　でも、いったい誰が？　それにどうやって？

　すぐにも跳ね起きたいところを堪え、エレノアはこれからどう動くべきか必死に考え続ける。この場所に運んできてくれた誰かが、自分を森に迷い込んだ村娘だと思ってくれているといいのだけれど――。

　幸い身体のどこにも痛みや違和感はなかった。どうやら怪我はしていないようだと、安心しかけた時だ。

「目が覚めたようだな」

　ふいに男の声が響いた。

（えっ？）

　エレノアの全身が総毛立つ。血流が凍りついたような気がした。

「気分はどうだ？」

　落ち着き払った低い声は、気を失う前に頭の中で響いたものだったのだ。

（……どういうこと？）

　まったく状況が理解できず、エレノアは仰臥したまま緑色の目をしばたたく。

　これほど動揺したのは初めてだったし、それが恐怖のせいだと気づいたのは、再び同じ声で話しかけられた時だった。

「起きているのはわかっている。それに君は人探しをしていたのだろう？」

「何ですって？」

　森の中では誰にも会っていないのに、どうして自分の目的を知っているのだろう？　ここへ来た理由を話したのは、あの獣だけなのに。

　――君は人探しをしていたのだろう？

　エレノアはゆっくり身を起こす。なんとか落ち着こうとして、深い呼吸を繰り返し、それから声がした方を見やった。

「ここは……どこですか？」

　返事はなかったが、いろいろ考え合わせると、結論はひとつしかない気がした。

　明かりは暖炉の火と粗末な机に置かれた燭台だけなので、薄暗くてよく見えないが、ここは声をかけてきた男の住処なのだろう。おそらく失神した自分を運んで、介抱してくれたのだ。

　そして誰もが恐れる『闇の森』に住むような人間はひとりしか思い当たらない。

（もしかしてこの方が――）

　何が起きているのかわからないものの、とにかく最善を尽くさなければならない。

　エレノアは注意しながら寝台から下りた。めまいやふらつきがしないのを確認して、深く一礼する。

「……い、隠者様で……いらっしゃいますか？」

　ようやく出た声は少し掠れていた。

「隠者様が……わたくしをここへ連れてきてくださったのですか？　ありがとうございます」

　そんなふうに呼びかけ、相手と対峙しながらも、エレノアは隠者という者が実在していることをいまだに信じきれずにいた。というのも、目前に立っている男は予想とはまったく違っていたからだ。

　世捨て人として人里から離れて暮らし、何年もひたすらに修養を重ねて、尋常ならざる能力を身に着けた存在――それが隠者という存在で、かなりの年配か、そうでなくても初老の男性だと、エレノアは思っていた。

　ところが少し離れたところに立っているのは、どう見ても若者だ。何か考えごとをしているのかエレノアの問いには答えず、腕組みをして、目を閉じている。薄暗がりに慣れたのか、今は様子がよくわかった。

　長身で逞しく、近寄りがたい雰囲気こそ漂わせているものの、まだ三十にもなっていないかもしれない。

　しかもその青年の面差しは精悍でありながら、息を呑むほど端整だったのだ。

　豊かな黒髪、秀でた額と高い鼻梁。優美な弧を描く薄い唇は妖しささえ感じさせ、男らしさと繊細さがみごとに調和している。まとっているのは質素な黒い服なのに、きらびやかな礼装以上に存在感があった。

「なぜだ？」

「えっ？」

「どうしてそんな恰好をしている？　君は村娘ではないのに」

　ふいに青年が目を開き、真っ直ぐな視線を当ててきた。

（あっ！）

　エレノアは一瞬、息が止まりそうになった。変装を見破られたことにも動揺したが、それ以上に信じられないような事実に気づいたのだ。

「短剣も持っていたな。預かっているぞ」

　凍てつきそうな光を放つ銀色の両眼――その氷のような色合いにも、鋭い眼差しにも、確かに見覚えがあった。

（まさか）

　青年の瞳は、森の中で遭遇した獣のものとそっくりだ。頭の中で響いた声もよく似ていたし、自分がここに来た理由もなぜか知っている。とはいえ、彼とあの生きものを結びつけるのはさすがに無理があった。

「あの獣から……隠者様が助けてくださったのですか？　狼のような、黒い大きな獣です」

「いや、そんなものはいなかった」

「……そうなのですか？」

　ひどく狼狽しながらも、エレノアはすぐさま腰を折って挨拶した。

「た、確かにわたくしは村娘ではございません。実は、こちらへはお願いがあって参上いたしました」

　隠しごとをしたところで、彼には必ず見抜かれる――本能的にそう悟ったエレノアは、率直に窮状を訴えることにした。警戒されないための変装自体、まったく無駄だったのだから。

「わたくしはエレノア・マリア・フォン・リーヴェルト。ペルジャンドル王立騎士団で副官を務めております」

　相手が何も答えないので、エレノアは一歩前に出た。射るような瞳を見つめるのは気おくれしたが、あえて視線を外さず話し続ける。

「隠者様、このように突然お伺いしたご無礼をお許しください。ですが、どうかわたくしと一緒に王宮にお運びいただけないでしょうか？　決して公にはできませんが、ペルジャンドルの王室はただいま大難に見舞われており、ぜひ隠者様のお力をお借りしたく――」

「エレノアと言ったな」

「はい」

「では、エレノア。出ていってくれ」

「えっ、あ、でも、あの――」

「君が気を失っていたから、ここに連れてきた。だが目を覚ましたし、そう弱ってもいないようだ。もういいだろう」

　いきなり話を遮られたばかりか、相手の取りつく島もない様子に、エレノアは目をしばたたく。

「ですが――」

「だいたい君のいう隠者とは何だ？　俺はそんなものではないし、わざわざ出かけて王室に手を貸す義理もない」

　用は済んだとばかりに、青年は視線を動かす。その先には扉が見えた。

「出ていくんだ」

　穏やかといってもいいのに、その声音には有無を言わせぬ迫力があった。普段のエレノアなら即座に退散したかもしれないが、今日ばかりは素直に従うわけにはいかない。

「お待ちください。お願いですから、どうかわたくしの話をお聞きください」

　本人がいくら否定しても、ただならぬ気配を感じさせる彼が普通の若者でないことだけはわかる。だとすればエレノアは、いや、ペルジャンドル王国そのものもこの青年に縋るしかなかった。もはや他に手はないのだから。

「先月、王太子殿下のアーネスト様が突然お倒れになりました。殿下はまだお若く、もともとご壮健な方なのです」

　相手の眉がわずかに動いたような気がしたが、エレノアはかまわず続ける。

「ずっと高熱が続いて、ひどい頭痛にも悩まされておられます。何も召し上がれず、どんどんお痩せになられて……侍医だけでなく、国中の名医が集められましたが、いまだに原因も治療法も見つかっておりません。国王陛下も王妃様もひどくお心を痛められ、この上は隠者様にお助けいただくしかございません。どうぞ王宮にいらして、殿下のお力に――」

「断る。俺は医者ではない」

「隠者様、殿下の病は医師には治すことができないのです！　それに近々ご婚儀も控えておられます」

「話は終わりだ。さあ、帰れ」

　にべもない答えに、エレノアはとうとう自分を抑えられなくなった。

「でしたら……あの場にわたくしを放っておいてくださればよかったのに」

「何だと？」

「わたくしは、ひとりで王都に戻るわけにはまいりません。殿下をお助けできないくらいなら、この森で獣に食われて果てる方がましです」

　アーネストは心優しく英明な王太子で、国の安寧と繁栄は彼にかかっているといってもいい。エレノアは王立騎士団の一員として、いや、仲のいい幼馴染であり、未来の義姉としても、このまま引き下がるわけにはいかなかった。

　王太子は必ず健康を取り戻し、一途に彼を慕うアメリアと結ばれて、末永く幸福に暮らすのだ。そうでなければならないし、こうして隠者と会うことができたのだから、何としてもそれを実現させてみせる。

「国難のさなかにあるペルジャンドルを救うことができるのは、隠者様おひとりと伺いました。重ねてお願い申し上げます。どうぞ王宮にお越しください！」

　エレノアは銀の瞳をまっすぐ見つめ、「それまでは帰りません」と言いきった。

「なるほど」

　あいかわらず青年の視線は痛みを感じそうなほど鋭いが、かすかにその口角が上がった。
（えっ？）

　今、彼は笑ったのだろうか。

「君は見かけによらず、ずいぶんと豪胆だな。森の中でも思ったが」

「森の中？」

　その言葉が引っかかったものの、これまでと違って、ほんのわずかな可能性が見えたような気がした。少なくとも先ほどよりは、二人の会話が成立している。もっと誠意を見せれば、もしかして――？

「それに恐ろしく頑固だ。まあ、そうでなければ女の身で騎士など務まるまいが」

　あきれたような声音にも励まされ、エレノアは交渉を再開した。もし王太子が回復すれば、報酬はいくらでも払うと王妃から確約されていたのだ。

「失礼とは存じますが、もちろんお礼も十分にさせていただきます。金貨でも宝石でも、お望みのものは何なりと――」

「そんなものはいらない」

　エレノアを遮り、青年はすべてを拒絶するように再び目を閉じた。

「さあ、帰ってくれ」

　ようやく一歩近づけたと思ったのに、実際の状況は少しも変わっていなかった。

（だめよ！）

　失望と焦りがエレノアから冷静さを奪っていく。いくら落ち着こうとしても、鼓動は速くなるばかりだ。

「でしたら、何をお望みなのですか？」

　相手から拒まれれば拒まれるほど、王太子を助けられるのは彼しかいないような気がしてくる。頷いてはくれないが、一度も「できない」とは言っていないのだから。

「何だと？」

「もしわたくしの命をお望みならば差し上げます。ですから、どうか殿下をお助けください！」

　エレノアは臣下の礼をとるように膝をつき、深く頭を下げた。

　もとより覚悟はできている。もし務めを果たせず、みなを絶望においやるくらいなら、この場で命を絶たれる方がましだった。

「お願いいたします、隠者様。ペルジャンドルをお見捨てにならないでください」

　唇を噛みしめて床を見ていると、コツコツと歩いてくる音がして、視線の先に粗末な木靴が見えた。

「まったく聞き分けのない娘だな」

「隠者様！」

「ユリウスだ」

　思わず顔を上げると、「俺の名はユリウスだ」と繰り返された。

「……ユリ、ウス様？」

「ではエレノア、君の命と同じくらい大切なものを差し出せるか？」

「えっ？」

「欲しいものがひとつある」

　瞳に映ったユリウスは皮肉めいた笑みを浮かべていた。気のせいか、なんだかおもしろがっているように見える。

「もちろんです！　お望みのものがあれば何なりとお申しつけください」

　命と同じくらい大切なもの――明らかに不穏な要求ではあるが、今さら断ることなどできるはずがなかった。

「わかった。それでは君の純潔をいただこう」

「わたくしの……純潔？」

「命をもらったところでしかたがない。それくらいなら君の身体で楽しませてもらう方がいい。まだ生娘のようだしな」

「それは――」

　エレノアは呆然として口ごもる。まったく思いがけないものを望まれて、さすがに困惑せずにいられなかった。

　ユリウスの言葉は的を射ており、彼は確かに命と同じくらい大切なものを選んだのだ。

　騎士団でひたすら修練に励んできたエレノアに恋愛経験はない。当然ながら処女であり、接吻どころか誰かと手をつないだことさえなかった。とにかく早く一人前の騎士になって、王家と国に尽くす――それだけを考えてきたからだ。

　そのため乙女らしい夢や幸福はあえて望まないでいたが、自身の純潔だけは何よりも大事にしてきた。たとえ捧げる相手はいなくても、いや、いないからこそ命と同じくらい、いや、もっと貴重なものに思っていた。

　それなのに今、出会ったばかりの、ひどく奇妙で得体の知れない男に処女を求められてしまった。しかも彼の要求は本気ではなく、おそらく自分を追い払うための方便でしかないのに――。

　とはいえ、確かに希望は生まれるのだ。自分が彼に従いさえすれば。
（迷っている場合？　いいえ、違う。違うけど……）

　エレノアがなおも考え込んでいると、

「どうした？　何でもくれるのではなかったのか？」

　自身の勝利を確信したのか、ユリウスが肩を揺らし、さもおかしそうに笑った。

「さあ、もういいだろう。帰ってくれ」

　促すように両肩に手を置かれ、エレノアはのろのろと立ち上がる。力なくうなだれていたが、その場からは動かなかった。

「どうした？」

　エレノアは顔を上げ、つき合いきれないという様子のユリウスを見やった。さらにしっかりと視線を合わせ、大きく頷いてみせる。

「承知いたしました、ユリウス様」

「……何だと？」

「この命にかけて、お誓い申し上げます。王宮にいらしていただければ、ユリウス様にわたくしの純潔を……いえ、お望みであれば身も心も差し上げると」

　その答えがよほど意外だったらしく、今度はユリウスが黙り込んでしまった。怒っているのか、銀色の瞳はいっそう鋭さを増したようだ。

「わたくしと共にいらしてくださいますね？」

　薪の爆ぜる音が響く中、しばらく二人の睨み合いが続く。

　やがてユリウスがゆっくり息を吐き、根負けしたように両手を広げてみせた。

「物好きだな」

　とうとう隠者は承知してくれたのだ。ようやくこれで事態がよい方へと向かう。

「時間がございません。どうかお急ぎくだ――」

　安堵したエレノアが肩の力を抜きかけた時、大きく身体が動いた。

「あっ、んんっ！」

　ユリウスに抱き寄せられたと気づいた時には、唇に柔らかな何かがそっと押し当てられていた。　一秒にも満たない間、エレノアを味わい、離れていったのは、ユリウスの唇だった。

（あ――）

　少し乾いた、意外なほど優しいぬくもり――初めて知った感触に、エレノアはかすかな目眩を覚えた。

「これは約定の接吻だ」

「約定の……接吻」

　怯えなのか陶酔なのか、一瞬ではあったが、どこか知らないところに追いやられたような気さえした。相手は恋人ではなく、互いの間には好意さえないというのに――。

「本当にいいのだな？　これで君はもう逃れられないのだぞ」

　追いかけるように冷ややかな声が聞こえてきて、エレノアはようやく自分を取り戻した。

「か、かまいません。どうかよろしくお願いいたします」

　エレノアは姿勢を改めると、ユリウスに向かって深く頭を下げる。

（これで……いいのよ）

　どれほど重大な選択なのか理解して頷いたつもりだったし、実際こうするしかなかったのだ。

　激しい後悔の念と恐怖に襲われながらも、エレノアはぎこちなく微笑んだ。






第三章　託された夢









　ユリウスが姿を見せたのは、晴れた空が茜色に変わり始めたころだった。

　待ち合わせ場所にしたのは王城にほど近い地区にある小さな教会で、夕方のこの時間にはいつも人がいない。

　――俺は後から追いかける。明日の夕方には着く。

　エレノアはその言葉を信じていたし、約定の接吻も交わしたものの、やはり一抹の不安は拭えなかった。

　ユリウスの案内で『闇の森』を出てから、ローゼンを駆って一昼夜。それから騎士団の宿舎で四時間ほど仮眠を取り、隊服に着替えて、ここに来た。中に入ってから、すでに一時間近くたっている。

（どうかユリウス様がここにいらしてくださいますように。神様、ペルジャンドルと王太子殿下をお守りください）

　波立つ気持ちを押さえようと、祭壇の前に跪いて祈りを捧げていた時だ。

「待たせたな」

　ふいに背後から声をかけられ、エレノアは飛び上がりそうになった。

「ユリウス様！」

　慌てて振り向くと、黒衣をまとったユリウスがすぐ後ろに立っていた。

　扉が開く音はしなかったし、足音はもちろん気配さえ感じなかったのに、どうやって近づいたのだろう？　まるで密林に潜む獣のようだ。

「ようこそ、アイトノーラへ。遠路をお越しいただき、心からお礼を申し上げます」

　エレノアはなんとか呼吸を整え、立ち上がって頭を下げる。彼には驚かされることばかりだが、とにかく約束は守ってくれたのだから。

「なるほど。隊服姿が板についている。村娘の恰好よりよほど似合うな」

「あ、ありがとうございます。さっそくですが、こちらへおいでください」

　エレノアはユリウスを促し、祭壇の右手にある扉へと向かった。

　ほぼ同時にそれが内側から開き、若い神父が静かに姿を現した。ふた振りの剣を抱えているが、どちらも神聖な場を汚さないようにと、エレノアが預けていたものだった。

「お返しいたします、エレノア様」

　神父はエレノアに剣を渡すと、ユリウスに一礼した。

「ご紹介いたします、ユリウス様。こちらはヘッセン神父様です。騎士団の者が何かとお世話になっております」

　すでに話はついているらしく、神父は心得顔で控えの間らしき小部屋へと案内してくれた。

「では、エレノア様。わたくしはこれで失礼いたしますが、奥におりますので、何かございましたらお声がけください」

「ありがとうございます、神父様」

　神父が部屋を出ていってからも、ユリウスは無言で部屋の中を眺めていた。今日も質素な黒服姿だが、窓から入る夕焼けの光に包まれ、この世のものとは思えないほど美しく見える。

　彼が現実離れして感じられるのは容姿ばかりではなく。森の中での不思議なできごとのせいもあるのかもしれない。そんなはずはないのに、ユリウスが馬や馬車は使わず、あの黒い獣に変身して、王都まで駆けてきたような気さえした。

（いけない。しっかりしないと）

　つい目を奪われそうになる自分を叱咤し、エレノアは奥にある棚の方へ足を向けた。そこにはいくつもの聖具がきちんと整理されて置かれている。

「ユリウス様、こちらです」

　表情を改め、棚の右端をつかむ。すると驚いたことに棚が滑るように手前に動き、その向こうに薄暗い空間が見えた。

「隠し扉か」

「ええ。王宮へは、こちらからご一緒していただきます」

　実は、この教会には城から秘密の通路が繋がっている。その存在を知るのは当代国王と宰相、そして王立騎士団の中では団長と副官のひとりであるエレノアのみで、王妃や王太子でさえ教えられていなかった。

　それほど特別な通路を使うのはユリウスの来訪を知られないためで、本来なら彼にも目隠しをした上で向かわなければならないのだが――。

　そんな逡巡を感じ取ったのか、ユリウスが問いかけてきた。

「このまま行っていいのか？」

「はい、かまいません」

　エレノアは燭台の蝋燭に火をつけて、力強く頷いた。

　今は通路の秘匿より、王太子の病を優先しなければならない。それにいくら目隠ししたところで、彼の銀の瞳には何もかも見通されるような気がしたのだ。

「それではユリウス様、わたくしが先に参ります」

　部屋の中央の床に地下室への蓋があり、中には狭い階段が続いている。エレノアは掛け金をつかむと、ゆっくり引き上げた。

「わかった」

　ユリウスの返事を確認し、先に立って階段を降りていくと、ひんやりした冷気に包まれた。

　夏の暑い盛りでも、どこまでも石壁が続くこの場所は氷室のようで涼しい。王都を流れる地下水脈の一部を利用して作られているため、通路には常に冷涼な空気が漂っているのだ。

　どういうわけか自分の足音しか聞こえないが、ユリウスがすぐ後ろをついてきているのはわかった。

（よかった）

　今は細かいことを気にしている場合ではない。とにかく急がなければとエレノアが足を速めた時、唐突に名前を呼ばれた。

「エレノア、ひとつ訊きたいことがある」

　王宮までは、まだ三十分ほどかかる。エレノアは足を止めずに振り返った。

「何でしょう？」

「君は女の身でありながら、どうして騎士団にいる？」

　急いでいたはずなのに、思わず足が止まった。ふいうちの質問に、うろたえずにいられなかったのだ。

「高位貴族の生まれであることは、所作や話し方でわかる。ふつうならとうに望まれて嫁いでいるはずなのに、こうして男でさえためらうような勤めを果たしているのはなぜだ？　君は望んで騎士になったのか？」

「それは――」

「答えたくないか？」

「いえ、違います」

　エレノアはひとつ息を吸うと、「託されたからでございます」と続けた。

「託された、だと？　誰から？」

「兄からでございます。ただひとつの願いだと」

　今でも何度となく夢に見るあの日――エレノアがまだ八歳だったころ、兄のクラウスは王宮の庭園で、王太子をかばって毒蛇に右足を噛まれてしまった。すぐ侍医によって手当てされたものの、その傷が原因で右足を切断することになったのだ。

　エレノアは当時のことを簡単に説明した。

「わがリーヴェルト家は何代にもわたって、政治と軍事の両面でペルジャンドル王家を支えてまいりました。兄もまた騎士団入隊を控えておりましたが、片足では満足にお仕えすることはできませんから」

「それで君が――」

「はい。兄以外に男子はおりませんでしたが、幸いわたくしは国王陛下から入隊のお許しをいただけました、それに騎士になることは、長年の夢でもあったのです」

　エレノアは兄が大好きで、小さなころからいつも彼の後をついて回っていた。そのせいか双子ではあっても、刺繍やピアノの演奏が得意でおとなしいアメリアとは違い、乗馬や剣術など身体を動かすことを好んだ。おとぎ話を読む妹の隣で、エレノアは歴史書や戦記ものばかりに手を伸ばし、両親を苦笑させていたものだ。

　兄が自分の代理を頼んできたのは、いつも並んで馬を走らせ、剣を交えてきたからだろう。それでも女性である以上、決して多くを望んではいなかったはずだ。

　一方でエレノアはもともと騎士にあこがれていたので、入団を請われた時は天にも昇るほどうれしかった。そうしなければならなかったクラウスの気持ちを思うと、もちろんつらくてたまらなかったけれど――。

　以来、エレノアは仲間の誰よりも修練に励んできた。夢をあきらめなければならなかった兄のために、栄えあるリーヴェルト家の名を汚さぬために、必死に努力を重ね、気がついたら副官の地位に就いていたのだ。

「兄上は今どうしておられる？」

「王太子殿下にお仕えして、補佐官を務めております」

「なるほど。騎士とは別な形で王家を支えているわけだ」

「さようでございます」

　うっかり話し込んでしまったことに気づき、エレノアは慌てて歩き始めた。

「申しわけございませんが、少しお急ぎいただけますか？　殿下がお待ちです」

「兄上もか？」

「ええ。常に殿下のおそばに控えておりますので」

「エレノア、俺のような得体の知れない男を登城させることを兄上は了解しているのか？　そもそもこれは公にはできない話なのだろう？　それに君がその代償を支払わなければならない件はどうなのだ？」

　代償――そう。拒み続けるユリウスを動かすために、エレノアはひとつの条件を呑んだ。この後、彼に抱かれなければならないのだ。

「それは……」

　動揺して止まりそうになる足を懸命に動かし、エレノアは硬い声で「何も問題はございません」と答えた。

「もともと判断はわたくしに一任されております。すべて王太子殿下をお救いするためですし、こうしてお力添えをいただくことを知っているのはわたくし以外には兄と王妃様だけです。先ほどお会いになったヘッセン神父様も詳しいことはご存じありません」

　実際、他には言いようがなかった。事態は切迫していて、今さら手を引くことは許されないし、そんな気もない。兄も、アメリアも、そしてエレノア自身もただひたすら王太子の快癒だけを望んでいるのだから。

「感心なことだ」

　あきれたようなため息が聞こえたが、かまわず足を速める。さらに無言のまま進んでいくと、やがて目的の場所が見えてきた。

（もう少しだわ）

　前方にある狭く細い階段は王宮の礼拝堂へと通じていて、さらに別の隠された階段で国王一家の居住空間に繋がっている。そこを使えば、誰にも会わずにユリウスを王太子の寝室へ連れていくことができるのだ。

　ほどなく二人は、礼拝堂の控室として使われている小部屋にたどり着いた。

「では、殿下の寝室にご案内いたします」

　ここまで来れば、もう心配はいらない。エレノアが思わず安堵のため息をつきかけた時だ。

　ふいに背後から両肩をつかまれ、後ろを向かされた。

「エレノア、もうひとつ条件がある」

「もう……ひとつ？」

　まともにユリウスと向かい合う形になり、鋭い視線に射竦められて、エレノアは息を呑む。ちょうど『闇の森』で黒い獣に押さえつけられた時のように、急に激しい胸苦しさに襲われた。

　こうしてみると、彼の瞳は、あの生きものとそっくりだ。その鋭さも、凍てつくような銀の色合いも。

　しかも恐ろしいのに、心に渦巻いているのはなぜだかそれだけではない気がした。

（やはりあれは……いいえ、でも、そんなはずないわ）

　王太子が苦しんでいるのに、こんなところで混乱している場合ではない。エレノアは懸命に彼と視線を合わせた。

「では、その条件をおっしゃってください」

「俺は王家の人間と関わるつもりはない。会うのは王太子ひとりだけだ」

「ですが、王妃様としてはお会いになりたいはずです。『闇の森』で隠者様を探したのはもともと王妃様からのお達しで――」

「いや、それが条件だ。もし快癒が可能であっても、時間がかかるだろう。その間、君と王太子以外には誰にも会わないし、俺の名前も決して伝えてはならない。よけいな面倒ごとはごめんだからな」

　断固とした口調に圧倒され、エレノアはしかたなく頷く。

「かしこまりました。この通路を使っていただけば、仰せのとおりに誰にも会わずに移動ができるはずです。殿下とユリウス様がご一緒におられる間は、兄にも下がってもらいます」

「いいだろう」

　ところがその後も、ユリウスはエレノアの両肩から手を離そうとしない。次の瞬間、その腕にかすかに力がこもって――。

「ユリウス様？」

　気づいた時には強く抱きしめられ、唇を奪われていた。

（えっ？）

　しかし初めての時はすぐ離れていったのに、ユリウスは柔らかな皮膚を繰り返し啄み続ける。

　優しい口づけを受けながらも、エレノアは必死に状況を把握しようとした。この行為には何か意味があるのか？　これもまた約定の接吻なのだろうか？

「ん……んん……」

　彼の厚い胸や力強い腕をつい意識してしまい、エレノアの鼓動は急激に速くなる。たくましいぬくもりに身を預けるのは驚くほど心地よかった。

（気持ち……いい）

　甘い刺激に溺れそうになりながら、なんとか自分を取り戻そうとした時だ。

　始まった時と同じように、ユリウスは唐突に唇を離し、エレノアを解放した。

「では、案内してもらおうか」

　何ごともなかったかのような、平坦な声にエレノアの頬が熱くなる。一瞬とはいえ自分は接吻に酔いしれたのに、相手は違ったのだ。

「……かしこまりました」

　エレノアはわずかに唇を噛み、姿勢を正すと、ユリウスに背を向けた。






第四章　王宮の魔と破瓜の夜









　ペルジャンドルの王太子、アーネストの居室は王城の東側に位置している。

　本人が華美な装飾を好まないので意外に簡素だが、朝日が差し込むその部屋は明るく、広々とした落ち着ける空間だ。エレノア自身も小さなころから何度となく招かれ、いつも楽しい時間を過ごしてきた。

　しかしかつては光と笑い声に溢れていたその場所は今、カーテンをすべて閉ざし、不穏な空気に包まれて静まり返っている。あちこちに置かれた金の燭台の明かりさえ、気のせいか心もとなく見えた。

「殿下はこちらでお休みになっておられます」

　エレノアは寝室に通じる扉を開け、ユリウスに声をかけた。

　前もって兄のクラウスに言い含め、常に控えている侍医や女官など席を外してもらったので、中にいるのは寝台に横たわる王太子だけだ。

「どうぞお入りください」

　ところがユリウスはなぜだか動こうとせず、寝室の扉をじっと見つめていた。眉を寄せ、険しい表情で、ひとことも喋ろうとしない。

　明らかに普通の反応ではなかった。ひょっとして彼には、エレノアの瞳に映らないものが見えているのだろうか？

「ユリウス様、どうかなさいましたか？」

　再び声をかけても返答はない。なおもしばらく扉を凝視してから、ユリウスはやっと歩き始めた。しかしその視線は何かを探るように、油断なく周囲を見回している。

　やはり何か見えるのか？　それとも怪しい気配でも感じているのだろうか？　とはいえ、うかつに話しかければ、彼の邪魔をすることになる。

　すると、再びユリウスが立ち止まった。そのまま動こうとしないので、しかたなくエレノアは足音を忍ばせて、王太子の寝台に歩み寄った。

　最近のアーネストはますます病状が悪化し、喉を通るのは果汁や水くらいしかないため、ほとんど眠っていると聞かされていたのだが――。

「……誰だ？」

　いつもと違う気配を感じたのか、ゆったりした絹の天蓋の内側から、かすかな問いかけが聞こえた。低くて弱々しいものの、間違いなく王太子の声だ。

「王太子殿下、リーヴェルト家のエレノアでございます。お邪魔をして申しわけございません」

「エレノアだって？」

「さようでございます、殿下」

　寝台の上に起き上がろうとしているのか、中から衣擦れの音が聞こえてきた。

「久しぶりだな、エレノア。天蓋を開けて、顔を見せてくれ」

　弾んだ調子でうれしそうに話しかけられ、エレノアは思わず胸元を押さえる。

　掠れた張りのない声音は老人のようで、闊達だった王太子のものとは思えなかった。なぜこんなことになったのだろう？　いったいどうすれば、もとの彼に戻るのだろう？　口惜しくて、涙が零れそうになる。

　しかし誰より悔しい思いをしているのは王太子本人だし、エレノアは彼を救うためにここへ来たのだ。

「かしこまりました」

　なんとか平静を装い、天蓋に手をかけて、そっと引き上げる。

「やあ、エレノア。君はいつも溌剌としているな」

「たいへんご無沙汰いたしました。殿下も今日はお元気そうで、何よりでございます」

　声が震えそうになるのを必死に堪え、エレノアは笑顔を作った。久しぶりに見る王太子はそれほど痩せ衰え、憔悴して見えた。アーネストは起き上がろうとして果たせなかったのか、いくつも重ねた枕の上に仰臥したままだ。

「元気？　いや、実はそうでもないが……君はあいかわらず優しいな、エレノア。ところでアメリアは――」

　許婚である妹の名を口にした途端、王太子は激しく咳き込んで、先が続けられなくなった。

「殿下！」

「だ、だい、じょうぶだ」

　ろくに息継ぎさえできず、ひどく苦しそうなのに、アーネストはかすかに口角を上げてみせる。エレノアが心配しないよう気遣ってくれているのだ。

「少しすれば……落ち着く」

　本当は今すぐ侍医を呼びたかったが、約束を交わした以上、今は誰もこの部屋に入れることはできない。エレノアはうろたえて、入り口近くに佇んだままのユリウスを見やった。　

　すると常ならぬ気配を感じ取ったのか、王太子が「誰かいるのか」と弱々しく問いかけてきた。

「ここに、君の……他にも……」

「喋らないで」

　ふいに横から腕が伸びてきて、荒い呼吸を繰り返す胸に触れた。

「ユリウス様！」

　さっきまで寝台に近寄ろうともしなかったのに、いつの間にか隣にユリウスが立っていたのだ。王太子の胸に手をのせて、苦しげに喘ぐ蒼白な顔を見つめている。

「目を閉じて。楽にして」

　あいかわらず口調はそっけなかったが、その声は穏やかで優しかった。

「ユリウス様、侍医様をお呼びしなくてよろしいのですか？」

「無駄だ」

「ですが――」

　苦悶する王太子を前にして、エレノアはとても平静ではいられない。しかしユリウスはそれを咎めるように、「どうせ何もできない」と言いきった。

「これは呪いだからな」

「呪い？」

　思いもよらない返答に、エレノアは大きく目を見開く。

「まさか、そんなことあるはず――」

　国中の名医を極秘で集め、ありとあらゆる治療法を試しても、王太子の病は悪化するばかりだった。だからこそエレノアたちは存在さえ定かでない隠者に縋ることにしたが、いざ迷信めいたことを口にされると、やはり素直に頷けない気がした。

　ところが驚いたことに、大きく上下する胸にユリウスが触れているうちに、あれほど荒かった息づかいが次第に落ち着いてきたのだ。まるで不思議な力で発作を鎮めたかのように。

　呼吸が楽になって安心したのか、王太子はそのまま眠りに落ちた様子だった。

（あんなにおつらそうだったのに……）

　エレノアは声をひそめて、ユリウスに問いかける。そうせずにはいられなかった。

「先ほどおっしゃられたことは……本当なのですか？」

「そうだ。殿下には呪詛がかけられている」

　何か思うところがあるのか、ユリウスは眉を寄せて続けた。

「しかもかなり強力で、一朝一夕に解けるものではない」

　信じられないと思いながらも、エレノアには彼の言葉を否定することはできない。自分自身、森の中で不思議な経験をしているからだ。

（とにかく今はこの人を信じるしかないわ）

　今のところ、王太子の容態は落ち着いている。ひどく苦しむ姿を見た後では、それだけでもありがたく思えた。

「これからどうなさるのですか、ユリウス様？」

「手は尽くす」

「それにしても、どうして呪いなんて……ここは王宮なのですよ。大勢の衛兵がぬかりなく守っておりますのに」

「人には対応できないものなのだ。実際、この城の至るところに禍々しい魔の気配がする。それが殿下を蝕んでいる」

「魔の気配……」

　エレノアは口惜しくて唇を噛んだ。王立騎士団の者たちはもちろんのこと、ペルジャンドルの国軍は精鋭ぞろいで、二十四時間体制で職務に励んでいる。それでも王太子を守ることができなかったのだから。

　ユリウスによれば、かけられた呪詛を解くには数日を要するらしく、次の面会は昼でなければならないらしかった。一度にかたをつけようとすると、王太子本人にもひどい負担がかかるというのだ。

「殿下には明日の午後、またお目にかかるとしよう」

「わたくしに何かお手伝いできることはございますか？」

「約束を守ってもらう」

　ユリウスは眠る王太子に視線を当てたまま、淡々と告げた。

「……承知しております」

　約束とは、彼に処女を捧げることだ。しかし自分たちの間には愛情はもちろん、おそらく欲望さえない。ユリウスは忠実の証として、命と同じくらい大切なものをエレノアに要求し、それがたまたま純潔だっただけだ。

「これからリーヴェルト家の別荘にご案内いたします。ユリウス様にはしばらくそちらにご滞在いただきます」

「いいだろう」

　ユリウスがエレノアに向き直ろうとした時、わずかにその身体がふらついた。ちょうどめまいでも起こしたかのように。

「大丈夫ですか、ユリウス様？」

「ああ、平気だ、何でもない」

「それでは参りましょう。そちらでは……わたくしがお世話をさせていただきます」

「わかった」

　その返答には何の感情もこもっておらず、だからこそエレノアは胸の奥底まで刃で抉られたような気がした。




　その夜、エレノアはユリウスと共に、王都の外れにある古い館にいた。

　すぐそばに小さな湖があり、釣りが趣味だった先々代の当主が建てたもので、子どものころは家族でよく訪れた。しかし今はほとんど足を向けることもなくなり、ユリウスが過ごすには最適だったのだ。

　かつて使用人だった老夫婦が近くに住んでいて、管理を任せているが、内部はきれいに掃除され、すぐ使えるように整えられていた。さらにテーブルの上には簡単だが食事も準備され、湯浴みの用意もしてあった。

　不可思議で気疲れすることばかりが続いていたため、彼らの心遣いは本当にありがたかった。　しかしエレノアにとって、本当の試練はこれから始まるのだ。

（だけど……行かなくては）

　食事も湯浴みも終わり、寝支度も済ませた。そろそろユリウスのもとへ向かわなければならないが、できることならすべてなかったことにして、今すぐこの場から立ち去りたかった。

　たとえそうしたところで、ユリウスは怒らない気がした。彼はエレノアが欲しいわけではなく、気乗りしない依頼を断るために、交換条件として純潔を求めただけだろうから。

　とはいえ、もし本当に逃げてしまったら、もはや王太子が救われることはない。そうなれば妹のアメリアもまた――。

　――エレノア、どこかへ行くの？

　隠者を探しに『闇の森』へ向かおうとした時、たまたまアメリアが騎士団の宿舎に訪ねてきた。

　――どうもありがとう。出かけるのは、きっと殿下のためなのでしょう？　だけど、あなたもあまり無理をしないでちょうだいね。

　婚約者が病に倒れて以来、ずっと眠れない夜が続いているのに、姉への気遣いも忘れない――そんな健気なアメリアを悲しませるわけにはいかない。

　エレノアは唇を噛むと、ユリウスがいる二階への階段を上り始めた。

「失礼いたします、ユリウス様。入ってよろしいでしょうか？」

　部屋の前に立って声をかけると、すぐに扉が開いた。エレノアの訪れを待っていたのか、戸口にユリウスがいたのだ。

「お約束を……果たしにまいりました」

「かまわないのだな、本当に？」

「はい。どうぞお心のままに」

　エレノアは硬い表情で頷く。今は夜着一枚という心もとない姿だが、まるでこれから彼と剣を交えるような気がした。

「君に……想い人はいないのか？」

　一方で、ユリウスはいつものように無表情で、声音もいたって落ち着いている。欲望どころか、エレノアには関心さえ抱いていないみたいに。

「えっ？」

「今一度確認しておきたいのだ。もし純潔を捧げたい相手がいるのなら――」

「いいえ、そんな方はおりません」

　あこがれていた相手はいたものの、もう昔のことだ。大好きだった王太子は妹と婚約しているし、彼のためにも、果たさなければならない義務を早く済ませたい。

　かぶりを振って、目を閉じた時、エレノアの身体がふわりと浮き上がった。ユリウスが膝裏に手を入れ、優しく抱き上げてくれたのだ。

「あ……ん、んん」

　そのまま唇を奪われ、くすぐるように貪られながら運ばれていく。それがあまりにも意外で、エレノアは小さく身を震わせた。

　乱暴ではないにしても、ユリウスはごく事務的に終わらせるものと思っていた。ところが彼の行為は恋人のそれのように気遣いに満ちていて、戸惑わずにいられなかったのだ。もちろん恋愛経験のないエレノアにとっては、あくまで想像でしかないけれど。

　そのせいか寝台に横たえられ、身体の上に跨られると、急に言いようのない不安に襲われた。どうにもいたたまれなくて、硬く目を閉じてしまう。

「怖がらなくていい」

「えっ？」

　ユリウスは小さな子どもを宥めるみたいに、髪に口づけてくれた。

「ただ快感だけを追えばいい。君に痛みを与えるつもりはない」

「……はい」

　強ばった身体だけでなく、エレノアの心まで解そうとするように、ユリウスは額や頬にも何度も唇を落とす。

「あ、あん」

　その柔らかなぬくもりが心地よくて、次第に全身から力が抜けていった。

「楽にして」

　そう囁かれただけで、なぜだか肌に心地よい戦慄が走った。ユリウスの唇がほっそりした頤おとがいから首筋へと滑り落ちてきても、まったく抵抗できない。

　さらに腰の奥あたりで、何か未知の感覚がざわめき始めていた。まだ曖昧ではあるけれども、妙に抗いがたくて、溺れてしまいたくなるような疼き――。

（わたくしは……どうなるの？）

　男女の営みについては、数年前にアメリアと共に家庭教師から教えられていた。二人が繋がることで、やがて子どもを授かることも。

　しかしもともと結婚には興味がなかった上、騎士であることを優先したため、エレノアはその内容をよく覚えていない。だから自分自身の変化についていけず、どうしていいかわからなかったのだ。

「ユ、ユリウスさ――あっ！」

　動揺して思わず見上げたとたん、大きな手で右胸の膨らみを包まれた。さらに柔らかくまさぐられて、エレノアは緑の目を大きく見開いた。

「何をなさるのですか？」

　ユリウスは無言のまま、ゆっくり顔を下へずらしていく。喉から鎖骨、さらに胸元へと口づけられ、エレノアは恐慌状態に陥ってしまった。

　彼の唇が触れたところが火のように熱くなって、身体がガクガク震えてしまう。しかしそれは決して不快だからではなかった。

（何……これ？）

　肌に口づけられるたびに、なぜだか腹の奥が熱くなる。いつの間にか夜着をはぎ取られて、生まれたままの姿にされていたが、エレノアはそれさえ気づいていなかった。

「あ、あ、ああ――」

「やめてほしいか、エレノア？」

　これは自分で決めたことだ。今さらユリウスを拒めるはずがない。

「い、いえ、ど、どうぞお続け――くぅっ！」

　ふいに左胸の先端を口に含まれ、華奢な身体が大きく跳ねた。

「や、やあぁっ！」

　あたたかく濡れた口内で、肉粒を舌先で突かれると、甘い痺れが背筋を走り抜けた。知らないうちに小さな乳頭は硬く尖ってひどく敏感になっていたのだ。ユリウスは反対側も二本の指で丹念にこね回し、エレノアを追い上げる。

「やん、あうう……んん」
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　いくら堪えようとしても、嬌声が零れてしまう。いっそ苦痛の方がまだましなのに――。

　エレノアを襲うものはどこまでも甘美で、だからこそ耐えがたい。このまま続けられたら頭の芯から蕩けてしまいそうな気がした。

「君は男を知らないくせに、ずいぶん感じやすいのだな。ここをこんなに硬くして」

「そんなことな――あっ！」

　エレノアが背中を大きくしならせると、乳首を弄る指は離れていったが、息をつく猶予は与えられなかった。

「ひっ！」

　次にユリウスの指がくすぐり始めたのは、思いもよらないところ――両脚の間で、ひっそりと息づく肉の花びらだったのだ。そっと撫でられただけなのに、焼けた火箸で触れられたように熱く感じた。

　「だ、だめ！」

　反射的に脚を閉じようとすると、ユリウスは両膝に手をかけた。




「あっ！」

　そのまま大きく割り開かれ、身体を入れ込まれてしまう。結果、最も隠したい部分があらわになってしまった。

　蝋燭の明かりは頼りないけれど、あの銀の瞳にはおそらく何ひとつ隠せないはずだ。現に、ただ見られているだけなのに、視線を当てられている部分はじっとしていられないほどジンジンと疼いた。

「もう濡れているな」

「えっ？」

　意味がわからずに起き上がろうとすると、再び指が伸びてきた。

「あっ！」

　敏感な襞を軽くかき混ぜられて、エレノアの内腿が痙攣する。そのころにはさすがに彼の行為に身体が反応していることを自覚し始めていた。

（わたくし……おかしいわ。こんなふうになるなんて）

　さっきまでしゃぶられていた乳首や、弄られている秘処だけでなく、腰や腹の奥までもがじんわり熱を帯びて痺れている。

　――君は男を知らないくせに、ずいぶん感じやすいのだな。

　まさにユリウスの言うとおりなのだろう。エレノアは、そんな自分が恥ずかしくてたまらなかったが――。

「目を開けるんだ、エレノア」

　言われるまま恐る恐る目を開けると、濡れた人差し指が突き出されていた。

「……これは？」

「君の蜜だ。感じて……濡れたんだ、たっぷりとな。もう俺を迎えられるくらいに」

　迎える――それはユリウスを受け入れ、ひとつになることだ。彼と繋がるために、下肢の間にある秘められた場所がタラタラと淫蜜を零しているのだ。

　エレノアの頬がカッと熱くなった。

　この行為が恐ろしくてたまらないし、屈辱も覚えている。そのくせ今のエレノアが何より強く感じているのは、どうしようもない快感だった。だからこそこうして乳首を尖らせ、秘唇を濡らしているのだろう。

　早く終わってほしいと願いながらも、さらなる悦楽を求めている。初めてなのに……それも愛してもいない男に抱かれているのに、どうしてなのだろう？　自分がこんなに淫らだなんて想像もしなかった。

「くっ……」

　思わず唇を噛むと、「恥じることはない」と囁かれた。

「俺がそうさせている。初めてだから、それでもやはりつらいかもしれないが……もう何も考えるな」

　彼はまた何か奇妙な力を使っているのだろうか？　そんな気遣いはいらないから、早く済ませてほしいと思った時だ。

「ひっ！」

　ふいに身体の中に何かが入ってきた。

（な、何？）

　それほど大きなものではないのに、その圧迫感に息を呑まずにいられない。

「かなり狭いな」

　そう言われて、蜜口に指を入れられたのだと気がついた。しかし動揺する間もなく、再び左の乳首を咥えられた。

「あうっ！」

　軽く歯を立てられ、舌先で先端をつつかれる。さらに淫裂も探られて、エレノアは大きくのけぞった。もちろん狭い蜜道の中でも濡れた音をたてて指が動き続けている。

「や、嫌ぁ！」

　胸と下半身を同時に攻められると、与えられる快感は何倍にも増幅した。

　ユリウスはおもむろに襞をかき分け、感じやすい肉芽の包皮を器用に剥いた。さらに撫でられ、そっと摘ままれ、二本の指でクニクニと挟まれて、意識が白くかすんでいく。

「許し、て……もう」

　生硬な身体はそれ以上耐えられなかった。

　やがてユリウスがゆっくり侵入してきた時、エレノアはすでに意識を手放していた。
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　夜半、蝋燭の炎が金色の髪と白い裸体をぼんやり浮かび上がらせている。二人分の汗と体液にまみれ、正体なく眠っていても、エレノアは目を奪われるほど美しかった。

　形よく尖った小さな鼻や、きれいな曲線を描く唇。その面差しは整い過ぎているくらいなのに、寝顔はどこかあどけなくて、いつまでも見ていたくなる。

（……なぜだ？）

　腕の中のエレノアから視線を外せないまま、ユリウスは何度となく自問自答していた。

　どうして彼女の純潔を奪ってしまったのか、何だってそんなばかげた交換条件を出してしまったのか、そもそもなぜエレノアに興味を持ってしまったのか――ペルジャンドルの王宮で何が起ころうと、決して近寄るつもりはなかったのに。これまでは誰が森にやってこようと、決して姿を見せたことはなかったのに。

　しかし彼女だけは別だった。エレノアがあきらめるまで放っておくことができず、わざわざ自分から近づいてしまった。どうしてもその声を聞いてみたかったのだ。

　――あの獣から……隠者様が助けてくださったのですか？　狼のような、黒い大きな獣です。

　エレノアは目覚めた時にそう問いかけてきたが、ユリウスが実際に変身したわけではない。獣の姿に見えるよう、彼女に術をかけて錯覚させただけだ。

　その程度のことなら目をつぶっていてもできるが、王太子の病は――。

（引き受けるべきではなかった……絶対に）

　はじめからわかっていたのに、どうしても抗うことができなかった。頼まれた相手が、ひとりきりで『闇の森』を訪れ、たとえ自分の身が危うくなっても決して引こうとしないエレノアだったからだ。

　――お願い。わたくしを先へ行かせてちょうだい。

　輝石のような緑色の瞳で見つめられ、そう懇願された時は、息が止まりそうになった。瞬間、何も考えられなくなったのだ。

「俺は……どうかしている」

　ユリウスはため息をつき、それから肩を竦めて苦笑した。ため息をついたことなど、これまで一度もなかったからだ。

　女性を見たのが初めてというわけではないし、話をしたことも何度かある。しかしエレノアを目にした時のように、気持ちが大きく波立ったのは初めてだった。

「う……ん」

　エレノアがわずかに身じろぎしたので、ユリウスは華奢な身体をそっと寝台に横たえた。まだしばらく、このまま休ませてやりたかった。

　ここまで彼女を消耗させてしまったのは他ならぬ自分なのだから。

「くそっ！」

　ユリウスは低い声で毒づくと、天を仰いだ。とにかく何もかも納得いかないことばかりだ。

　こんなふうにエレノアの純潔を強引に奪うつもりなどなかった。まして加減ができずに、失神するほど追いつめるなんて――自分はいったいどうしてしまったのだろう？

　エレノアに出会うまでの静かな日々が、ずいぶん前のことのように思える。父を失ってからは確かに孤独だったが、『闇の森』での日常は平穏だった。人里に出て、誰かと関わりたいと思ったこともない。

（だが、快いのだ……エレノアといると）

　すべてが変わったのは、エレノアが初めて『闇の森』に足を踏み入れた時だ。

　遠く離れていたのに、全身の細胞が反応し、気づいた時にはユリウスは彼女のもとへ向かっていた。虫が食虫植物に引き寄せられるように近づき、その声の涼やかさに驚いて、触れずにはいられなくなった。

　実際、エレノアのそばでは不思議に気持ちが和らいだ。静謐だが色彩の乏しい虚ろな薄闇に、ふいに明るい木漏れ日が差し込んだ――そんな気がしたのだ。ユリウスにとっては生まれて初めての経験だった。

　挙句、もっと声が聞きたくて言葉を交わし、勢い余って自由を奪い、ついには失神したエレノアを家へ連れ帰ってしまった。

　――わたくしは、この森におられるという隠者様を探しているの。その方を王都までお連れして、お力をお借りしたくて。

　彼女の願いには決して応えられない、いや、応えてはいけないとわかっていながら、ユリウスは最も避けるべき選択をした。病に倒れたという王太子を救うため、ペルジャンドルの王宮に来てしまったのだ。

　――あの城には決して行ってはならぬ。

　これまでユリウスは王宮にも、王家の者にも絶対に近づくなと、父から繰り返し警告されてきた。死の間際にさえ、遺言のように言い残していった。

　ペルジャンドルの王室は敵ではない。しかし誰からどれほど請われようと、その教えには従うつもりだった。ユリウスがそうである以上に、父もまた普通の人間ではなかったからだ。

　隠者――エレノアはそんなふうに表現していたが、自分がいったい何者なのかあえて考えたことはない。

　――お前は『森の民』だ。

　そう教えてくれたのは父だった。

　物心ついた時から母親はおらず、二人きりの暮らしだったが、自分たちの関係は普通の人間のそれとは大きく違っていたように思う。といっても、まったく交流がないため、ユリウスは他の家族を知らないのだが――。

　格別かわいがられもしないが、疎まれることもなく育った。だからうれしいとか悲しいという感情もよくわからず、それゆえ日々の暮らしで気持ちが揺れることもない。父を失った時はさすがに狼狽したが、寂しさは感じなかった。

　父によれば、それこそが『森の民』の特性のひとつだという。大きく感情が動くことはむしろ不自然で、害悪でしかないのだと。

　どこまでも広がる深い針葉樹の森――。

　この地には古くから異能の力を持つ種族が住みついていて、ペルジャンドルが建国されたのはずっと後のことだ。初代の王は彼らを尊重して、『森の民』と名付け、北方の広大な森を託した。その自由を保証する代わりに、国の守護を請うたのだ。

　もともと数が少なかったため、一族の存在を知る者は限られていた。さらに長い時を経て、今ではユリウスひとりしか残っていない。しかし彼の中には父をはじめ、過去に生きた人々の知識や経験がすべて蓄積され、今も奇禍きかからペルジャンドルを守っているのだった。

　大雨や干ばつ、疫病、地震――災厄から国を守るのが自分の役目なら、王太子の病もまた癒さなければならないはずだ。

（こうするしかない）

　ユリウスは拳を握り、懸命に自分に言い聞かせた。

　皮肉なことに、一国をも救う力を持ちながら、『森の民』は自身の未来を見通すことはできない。それでも王太子にかけられた呪詛が恐ろしく強固で、解こうとすれば命にかかわるかもしれないことはわかった。

　もしかしたら父はずっと前から、こうなることを見越していたのかもしれない。

　しかしユリウスはエレノアと約定の接吻を交わし、その純潔を散らした。たとえ目前に何が待ち構えていようと、もはや先へ進むしかない。

　ユリウスは昏々こんこんと眠るエレノアの髪を撫で、白い額にそっと口づけた。




　翌日の午後、ユリウスはエレノアと共に、再び王太子を訪ねた。

　居室の扉を開けると、今日も約束どおりに人払いされているようで、室内はしんと静まり返っていた。

「ユリウス様、どうぞお入りください」

　エレノアは背筋を伸ばし、ユリウスに先を譲った。

　昨夜のことは思いだしたくもないだろうし、身体への負担も相当あるはずなのに、彼女の態度はみごとなまでに落ち着き払っている。

　いや、正確には目覚めた時だけはわずかに頬を赤らめ、うろたえた様子を見せた。しかしすぐに表情を改めて、「おはようございます」と挨拶し、背を向けて身支度を整え始めたのだ。

　それだけで、エレノアが厳しく訓練され、幾度も修羅場を乗り切ってきたことがうかがえる。そんな彼女に、ユリウスはいつしか敬愛の念にも似た思いを抱き始めていた。

（……たいしたものだ）

　情交の際にはあれだけ乱れたのに、今もエレノアは凛とした横顔を見せ、続き部屋の寝室へと歩いていく。

「失礼いたします、殿下。エレノアでございます」

　王太子に呼びかける声も、出会った時と同じように涼やかだった。

「ああ、エレノア。かまわないから中に入ってくれ」

「まあ！」

　エレノアは少し声を上擦らせ、ユリウスを見上げた。王太子がはっきりした声で答えたことに驚いているのだろう。昨日はそれさえままならない様子だったから、わずかとはいえ改善が見られたといえるかもしれない。

「それでは失礼いたします」

　気が急くのか、エレノアが心もち足を速めたので、ユリウスは彼女を先に行かせることにした。そうすることで状況の変化も見極めようとしたのだ。

　今、絹の天蓋は大きく引き上げられ、王太子は寝台の上で半身を起こしていた。顔色はまだ冴えないものの、昨夜よりずっとしっかりして見える。

　それがよほどうれしかったのか、エレノアの表情がパッと明るくなった。

「殿下、ご機嫌麗しゅう存じます。今日はある方をお連れしておりますので、お許しいただければおそばに――」

「もちろんいいとも。昨夜もここへ来てくれた方だな？」

「え、ええ、さようでございます」

　エレノアは大きく頷き、ユリウスを差し招いた。

「王太子殿下、こちらはユリウス様でございます。王妃様のおはからいで、王宮にお運びいただきました。お邪魔をして申しわけございませんが、少しでもお助けになればと存じまして」

「ユリウス殿、私はアーネストだ」

　依然として不調を感じているはずなのに、王太子はゆっくり会釈してみせた。

　それに応えて、ユリウスも無言のまま深く一礼する。

　少し言葉を交わしただけで、アーネストが優しく真っ直ぐな青年であることが伝わってきた。エレノアが彼のために懸命になるのも理解できたし、だからこそいいかげんな返事ができなかったのだ。

「殿下、ユリウス様のことはどうぞご内密にお願いいたします。兄にも話しておりませんので」

「わかった。エレノア、君の配慮に感謝する。おかげで今日はずいぶんと気分がいい」

　確かに昨日よりはましだが、ユリウスの瞳に映る状況は危機的と言ってよかった。

（だいぶ……まずいな）

　本来は日差しが降り注いで明るいはずなのに、まるで黒っぽい紗しゃをかけたように部屋全体が暗く淀んで見える。しかもところどころで滴り落ちそうなほど濃さを増していて、なんとも不吉な気配がした。

　黒い靄にも似たものは、誰かが王太子にかけた強力な呪いに他ならない。そのせいで彼はこうして病み衰え、苦しんでいるのだった。

（いったい誰が、これほどの呪詛を？）

　ペルジャンドルを災厄から守り続けてきたとはいえ、ユリウス自身は呪術に関わったことはないし、修祓しゅばつの経験もない。それでもこの妖気が危険極まるものであることはわかった。術者はやはり相当な使い手らしい。

　このまま放置すれば、王太子の命はそう長くはもたないだろう。しかし一族から受け継いだ記憶を探っても、適当な策は見当たらない。

（いや。考えろ。思い出せ！）

　ユリウスは強くかぶりを振った。

（どうすればいい？　どうやって救う？）

　もちろん安請け合いはしていない。それでも「手を尽くす」と口にした以上、簡単にあきらめるわけにはいかなかった。

「ところで昨夜はユリウス殿に世話になったようだが、あいにくあまり記憶がないのだ」

　ユリウスが黙りこくっていても、アーネストは気を悪くする様子もなく、今度はエレノアに笑顔を向けたが――。

「ううっ！」

　突然、身体を折るようにして呻き始めた。

「殿下！　どうなさったのですか、殿下？」

「き、急に胸が――」

　寝台に駆け寄るエレノアを押しのけ、ユリウスは王太子に手を差し伸べた。

「失礼」

　曲げた背中を引き起こし、そっと寝台に横たえる。しかしほどなく王太子の呼吸が荒くなってきた。

「ユリウス様、殿下のご様子が――」

「静かに」

　ユリウスは王太子の胸をじっと睨む。その銀の瞳には、そこに渦巻く禍々しい黒い塊が見えていたのだ。しかもそれは少しずつではあるが、次第に大きくなっている。

　そのせいで彼が苦しんでいるのは明らかだった。しかしいったいどうすればこれを祓うことができるのか？

　ユリウスが困惑しながらも塊に触れてみると、途端に指先が軽く痺れた。まるで触れられまいと威嚇するかのように。

（……もしや？）

　ユリウスは表情を引きしめ、塊を握った。

「くっ！」

　瞬間、身体が跳ね上がりそうなくらいの衝撃を受けた。しかもその感触はブワブワと頼りないくせに、奥に硬い芯があって、なんともおぞましいものだった。

　思わず手を引きそうになるのを堪え、ユリウスはさらに強く握りしめる。すると驚いたことに、塊がゆっくりと崩れ始めた。それに伴って、王太子の様子も落ち着いてきた。

　対応策が思いつかず、咄嗟に動いたのだが、幸い何らかの効果はあったらしい。

（よし！）

　一方でエレノアには何も見えていないらしく、ユリウスと王太子をいぶかしげに見比べている。それでも少し安心したのか、自分から少し後ろへ下がった。邪魔にならないようにと気を遣ってくれたのだろう。

　黒い塊が完全に消えたわけではないが、ユリウスは手応えのようなものを感じていた。うまくすれば、王太子を救うことができるかもしれないと考えた時だ。

「うっ！」

　突然、身体が大きく震えた。全身の血が煮えたぎっているみたいに熱くなり、汗が止まらない。さらに頭から背中にかけて凄まじい痛みが走り、目の前の景色がグラグラと揺れ始めて、立っていられなくなった。

「ユリウス様？」

　エレノアに呼びかけられても、答えることすらできない。

（くそっ！）

　黒い塊は手の中で挑発するようにグニグニと形を変え始め、今にも発火しそうなほど熱くなっていた。

　王太子への呪いが矛先を変えて、ユリウスに襲いかかってきたのだ。それを予想しなかったわけではないが、これほど激烈だとは思わなかった。

　恐ろしいほど動悸が速くなり、視界がときどきぼやけてしまう。ユリウスは堪えきれず、黒い塊から手を離した。

「ユリウス様、どうなさいました？　お加減がお悪いのでは？」

　変調はエレノアにもわかったらしく、少し慌てた様子で問いかけてきた。

「い、いや……大丈夫……だ」

「ですが、ご様子が――」

　ユリウスは腹に力をこめ、「大丈夫だ」と繰り返す。いささか手痛い目に遭いはしたが、早々と屈するつもりはなかった。

　これほど自分を痛めつけるからには、先ほどの行為によって相手もそれなりの被害を受けているはずだ。少なくとも修祓の糸口は見えてきた。

　王太子に目をやると、胸の上の塊はぼやけ始めていて、そのせいか胸苦しさからは解放された様子だった。しかし半ば呆然としていて、自身の状況を判断する余裕はなさそうだ。

（おそらく間違ってはいないな）

　できればもう少しことを進めたいが、まだ呪いの正体を見極められていない。その上、今の状態では体力がもたない気がした。あれは完全に祓わなければ、すぐに息を吹き返し、最悪の結果をもたらすだろう。

「エレノア、今日はここまでだ。また明日来る」

「かしこまりました」

　あらかじめ時間がかかると伝えておいたためか、エレノアは素直に首肯した。しかしユリウスの様子が気にかかるのか、その視線は少し不安げだ。

「俺は大丈夫だ」

「はい、ユリウス様」

　エレノアがわずかに口角を上げ、安心したように頷く。

（……何だ？）

　瞬間、ユリウスの胸がかすかに波立った。ほとんど意識できないほどの揺らぎだったが、確かに感じたのだ。

　けれどもそれが何かを確認する間もなく、エレノアから声をかけられてしまう。

「参りましょう、ユリウス様。やはりなんだかお疲れのようにお見受けいたします。明日のためにも少しお休みになられた方がよろしいでしょう」

「そうだな」

　二人は王太子に挨拶すると、早々に城を辞去して、湖畔の館へと向かった。

　実際、ユリウスはかなり消耗していた。

　初めてあの部屋を訪れた時に感じたように、王太子に対する呪詛は非常にやっかいなもので、今では彼を救おうとするユリウスのことをも蝕み始めていたのだ。

　しかしその重大さに気づいたのは、居室である二階の部屋に足を踏み入れた時だった。

「うっ！」

　いきなり身体が硬直し、視界が真っ黒に染まった。抗う間もなく、膝から崩れ落ちていく。

　ユリウスが覚えているのはそこまでだった。






第六章　囚われた心









　エレノアが異変に気づいたのは、愛馬のローゼンが突然嘶き始めたからだ。さらには何度も顔を上下させ、何かを訴えるような視線を向けてくる。

「まあ、どうしたの？」

　ちょうど王宮から戻ったばかりで、水を与えてから毛を梳いてやろうとしていた時だった。

　いつもおとなしいのに、今日のローゼンはいくらなだめようとしても落ち着かず、甲高い声で嘶き続ける。

「ローゼン、大丈夫よ。さあ、いい子にしてちょ――」

　その時、ブラシを持っていたエレノアの手が止まった。ふと不安にかられたのは、先ほどローゼンが立ち去るユリウスをいつまでも見送っていたことを思い出したからだ。

「まさか……ユリウス様に何か？」

　エレノアは愛馬をその場に残し、慌ててユリウスのもとへ走った。ローゼンは勘が鋭い。恐ろしい可能性が思い浮かんで、そうせずにいられなかった。

　もしかしたら忌まわしい呪詛が彼をも脅かし始めたのかもしれない。ユリウスの身に何かあったらどうすればいいのだろう？　拒み続ける彼を無理やり王宮に連れてきたのは、他ならぬエレノアなのだ。

　王太子の病は強力な呪いのせいだと言われたこと、ユリウスが王太子に触れることで発作が治まったこと、その代わりに彼がひどく憔悴したように見えたこと――思い当たることはいくつもあったのに、どうして気づかなかったのだろう？　ふだんのエレノアであれば、先を読んで対処法を探していたかもしれないのに。

　振り返れば、昨夜の彼は少しふらついていた。あの時から異常は始まっていたのかもしれない。

（だって――）

　人は理解できないものを恐れる。エレノアもユリウスが怖かったし、大切に守ってきた処女を奪われもした。彼を厭いとい、恨みを抱いてもおかしくない。

　だからあえて目を背けてしまったのだろうか？

　しかし今はユリウスのことが気がかりでしかたがない。もちろん王太子のために彼が必要だからだが、それだけではなく――。

「ユリウス様！」

　扉を開けたエレノアは悲鳴を上げて床に跪いた。

　そこに、ユリウスが力なく横たわっていたからだ。顔色は蒼白で、ピクリとも動かない。

　騎士であるエレノアはこれまでにも負傷者や死体を目にしてきたし、どんな時もその場で最善を尽くそうとしてきた。ところが今はどうしていいかわからず、ただうろたえるばかりだ。

「ユリウス様、どうなさったのですか？　しっかりなさってください、ユリウス様！」

　いったい何が起きたのだろう？

　これまでは絶対的優位に立っていたのは、常にユリウスの方だった。異能の使い手である彼が倒れている姿など、エレノアは想像したこともない。だからこそひどく動転し、いつになく取り乱してしまった。

　引き結んだ口元に指を伸ばし、エレノアは真っ青になった。

「息が……」

　何も感じない。ユリウスの呼吸は止まっていたのだ。いったいいつからこんな状態になっていたのだろう？

「息をしてください、ユリウス様！　お願い！」

　考えるより先に身体が動き、気づいた時には彼に口づけしながら何度も息を吹き込んでいた。（ユリウス様、ユリウス様！）

　心の中で名前を呼び、人事じんじ不省ふせいのユリウスに届くように一心に祈る。理屈ではなく、とにかく彼に戻ってきてほしかった。

「う……」

　かすかな呻き声が聞こえ、エレノアは急いで顔を上げた。

「ユリウス様！」

　両方の目蓋が引きつったように動いたかと思うと、ユリウスが大きく息を吐く音が聞こえた。しかし目は閉じたままで、その顔色も依然として青白い。

　改めて首元や手に触れて、エレノアは目を見開いた。

「身体が冷たいわ」

　息は吹き返してくれたが、その肌はまるで氷の中に閉じ込められていたかのように冷えきっていた。このままではまだ安心できない。

　エレノアは急いで部屋の中を見回した。

　暖炉は設えられているものの、今は陽気がいいから使っていない。一番いいのは火をおこすことだが、正直、その時間さえ惜しかった。

（他には何か――）

　せわしく動いていた視線が寝台に止まった。

「ユリウス様、少しお待ちください」

　たとえ聞こえていないとしても、声をかけずにはいられない。そうしていなければ、また呼吸が止まってしまいそうで怖かったのだ。

　エレノアは急いで枕と上掛けを取ってくると、枕をユリウスの頭の下に差し入れ、全身を上掛けで覆った。もちろんそれだけでは十分とはいえない。

　低体温に陥った相手を回復させるにはどうすればいいか――まだ実践したことはないが、その方法は知っていた。エレノアは血の気のない顔を見つめ、ひとつ息を吐く。

　もう迷っている場合ではなかった。

（急ぎなさい、エレノア！）

　エレノアはおもむろに上掛けに手を差し入れ、ユリウスの服を脱がせ始めた。続いて自分のものも脱ぎ捨て、生まれたままの姿になる。

「失礼いたします、ユリウス様」

　それからユリウスの隣に並んで横たわり、冷えきった身体に腕を回して、ぴったりと肌を密着させた。全裸で抱き合うことで、相手を温めようとしたのだ。

「冷たい！」

　まるで氷を押しつけられたように感じたが、エレノアは怯まず、さらに腕に力をこめる。すると、ユリウスがかすかに身じろぎをした。

「ユリウス様！」

　深く息を吐く音が聞こえ、目蓋がゆっくり持ち上がる。

「……エレノア？」

　おそらく混乱しているのだろう。銀色の瞳にいつものような鋭さはなかった。

「君は……いったい何を――」

　エレノアはユリウスの唇に指を押し当て、「大丈夫です」と囁く。

「無理が続いて、お身体が悲鳴を上げたのです。今は何も考えないで、しばらくゆっくりお休みください」

「何も……考えないで？」

「ええ、そうです。さあ、もう目を閉じて」

　もう限界だったのかもしれない。ユリウスはそれ以上何も言わず、素直に目を閉じた。

（まあ）

　一瞬、いつもは近寄りがたいユリウスが少年のようにあどけなく見えた。

　ほどなく静かな寝息が聞こえてきて、エレノアの両肩からも呼応するように力が抜けていく。ここしばらく気を抜けない日々が続いていて、自分が常に緊張していたことさえ気づいていなかったのだ。

　ユリウスの肌はひどく冷たいとはいえ、引きしまっていて滑らかだ。触れていると、なぜだか離れがたくなる気がした。

（もう少しだけ……こうしていたい）

　しばらくすると、ユリウスの身体もようやくあたたまってきた。互いのぬくもりが優しく溶け合い、二人にとっては本当に久しぶりの穏やかな時間が流れていく。

　本当は片づけなければいけないことがたくさんあるから、そろそろ彼から離れて動き始めなければいけないのだが――。

（あと、ほんの少しだけ）

　ユリウスの正体は今も謎のままで、性格もよくわからない。それなのに彼に身を寄せていると、どうしてこんなにも気持ちが落ち着くのだろう？

　その理由を探しているうちに、いつしかエレノアは眠りに落ちていった。




　誰かが髪を撫でてくれていた。気遣うようにそっと、繰り返し――。

　どこまでも優しい感触に、エレノアはうっとりして微笑む。

（お母様？）

　幼いころはおてんばだったから、夢中で遊んでいて、よくドレスを泥で汚したり破いたりした。あきれた乳母や侍女たちに叱られ、泣き疲れて眠ってしまうと、いつも母が夜半に寝室に来て、こんなふうに髪を撫でてくれたものだ。

　――わたくしのかわいい泣き虫さん、よくお眠りなさいね。

　罰として夕食抜きで寝ることになっても、クラウスやアメリアがこっそりお菓子を届けてくれたし、母も必ず様子を見に来てくれた。

　また何かいたずらをして叱られ、泣きながら眠ってしまったのだろうか？

　だが、そんなはずはなかった。自分はもう大人になって、王立騎士団で日々の勤めに励んでいる。それに指の感触も母のものとはなんだか違って――。

（えっ？）

　エレノアは困惑しながら、目を開けた。

「ここは――」

　エレノアは何度も目をしばたたく。息がかかりそうなほど間近で、ユリウスが自分を見つめていたのだ。

「ユリ、ウス様？」

　寝起きのせいでぼんやりして、頭がうまく働かない。

　どうして彼がこんなにそばにいるのだろう？　しかもあろうことか自分たちは裸で抱き合っている。信じられないような状況なのに、なぜだか跳ね起きて逃げだす気にはなれなかった。

　鋭い印象しかなかった銀の瞳は、近くで見ると薄い青や緑色が混ざっていて、いつまでも見ていたくなるほどきれいだった。その視線は今、穏やかで柔らかい。

　きつくて恐ろしいだけだと思っていたのに、ユリウスの瞳がいろいろな表情を浮かべていたことにようやく思い至った。

（そうだわ。ユリウス様はここに倒れていて――）

　呪いを調伏しようとするユリウスは限界まで疲弊したのか、呼吸が止まり、死人のように冷えきった状態で倒れていた。そこでエレノアは彼に息を吹き込み、自分の体温で彼を温めようとしたのだった。

　記憶が少しずつ戻ってきて、エレノアは小さく身じろぎをする。危機が去った今、裸で密着していることが急に恥ずかしくなった。

「あ、あの、ユリウス様、お加減はいかがですか？」

「ありがとう」

「えっ？」

「俺を助けてくれたのは君だ。あのままだったら間違いなく死んでいた。息が止まって、身体が冷えていくのに……自分ではどうしようもなかった」

「では、ご自分がどうなっていたかおわかりだったのですか？」

　ユリウスは黙って頷くと、エレノアを引き寄せ、髪に鼻先を埋めた。

「あっ」

　厚い胸板や滑らかな皮膚――改めてユリウスの存在を強く意識してしまい、エレノアの頬に血が上る。恥ずかしくてたまらないのに……それでいてなぜか彼から離れたくなかった。

　自分が死に近づいていくのを認識しながら、何もできないなんて、どれほど恐ろしいだろう。そんな彼を救うことができて、エレノアは心底安堵した。こうして無事に一緒にいられることが奇跡のようにありがたく思える。

　ふいにパチパチという小さな音が耳に入ってきた。部屋がほどよく暖まっているから、ユリウスが暖炉に火を入れてくれたのだろう。日が落ちかけているのか、室内は薄暗かった。

（あの時みたいだわ）

　隠者を探そうとして『闇の森』に入った日、エレノアは彼の家で目覚めた。混乱して怯えながらも、なんとか彼を説得したが、まさかこんなことになるとは思わなかった。

　しかも彼の腕の中は本当に安心できて、まだ一度しか身体を重ねていないのに、ずっと前からこうしていたような気さえする。

「君は……不思議だな」

　ユリウスの声もいつもと違って、かすかに揺らいで聞こえた。何かを求めるような甘い響きに、エレノアの全身がざわめき始める。

「ユリウス様」

　気づいた時には、どちらからともなく唇を合わせていた。

「ん――」

　口づけをしたのもまだ数えるほどだが、ユリウスはいつも気遣いに満ちている。今もエレノアを優しく抱きしめ、誘うように舌先で唇の輪郭をなぞっていた。

　ただそれだけで体温が上がっていくようで、エレノアはうろたえ、自分から彼に身体を押しつけたが――。

「あっ！」

　ちょうどへそのあたりに熱く硬いものを感じ、ますますいたたまれなくなった。

（ユリウス様の――）

　約定に従って、エレノアの処女を散らしたユリウスの雄茎――あの時は恐怖と屈辱に震えながらも、濃厚な愛撫に混乱し、実のところ破瓜の瞬間はよく覚えていなかった。もしかしたら途中で失神したのかもしれないけれど。

　しかし今はエレノア自身にも火がついていた。ユリウスの欲望が大きく形を成しているみたいに、身体の奥が疑いようもなく疼いているのだ。

（わたくしは……ユリウス様が欲しい。きっとユリウス様だって……）

　それでも自重するつもりなのか、ユリウスはいったん顔を離そうとした。そこでエレノアは口づけをねだるように彼の唇を追いかける。

「だめだ、エレノア」

　ユリウスはひどく驚いたらしく、目を見開いて苦しげに呻いた。

「……やめてやれなくなる」

　銀の瞳はまたたきを繰り返し、エレノアに問いかけるように揺れていた。

　これが、あのユリウスだろうか？　どこまでも落ち着き払っていて、城に同行する代償として、理不尽な要求をつきつけてきた相手とはとても思えない。しかし、もしかしたらこれこそが彼の真実の姿なのかもしれなかった。

「かまいません」

「しかし」

「本当にかまい――」

　全部言い終わる前に頤を掬われ、再び口づけられる。エレノアは促されるまま唇を開いて、ユリウスの舌を受け入れた。こんな濃厚な接吻をするのは、もちろん初めてのことだ。

「ん、う、んん」

　舌先で口腔内を探られ、舌を絡め取られ、未知の感触に慄かずにはいられない。

　たちまちエレノアの頬が上気し、脈がどんどん速くなった。肌がほてって、じっとしていられず、モジモジと腰を動かしてしまう。

（どうしてなの？）

　接吻だけでこんなふうになるなんて、あまりにはしたない気がした。エレノアの相手はユリウスだけだし、これまでろくな経験もないのだ。

　自分はおかしいのではないかと思いながらも、彼から離れることができなかった。エレノアは濡れた音をたて、顔の角度を変えながら口づけを深めていく。

「んん、あうっ！」

　ふいに右の乳房をまさぐられ、肌が粟立った。初めて触れられた時よりずっと敏感になっているみたいで、思わず身を引きそうになる。

　しかしそうする代わりにエレノアはユリウスの手を取り、そっと唇を寄せた。

「エレノア？」

「お、教えてください……わたくしはどうすればよろしいのですか？」

　命を落としかけたユリウスに無理をさせたくない。何をしたらいいかわからないが、彼を受け入れるには手順を踏まなければならないはずで、今は自分自身が動かなければと思った。

「どうぞご遠慮なくおっしゃってください。ユリウス様をお手伝いしたいのですが、わたくしには……経験がございませんから」

「君は――」

　言葉が見つけられないのか、ユリウスはかぶりを振って、大きく息を吸った。

「ユリウス様？」

「それでは脚を大きく開いてくれるか。俺が何をしても、決して閉じないでほしい」

「わかりました」

　ユリウスがゆっくり身を起こしたので、エレノアはおずおずと両脚を開く。少し不安だったが、今は従うしかなかった。

「もっと大きく」

「は、はい」

　自分ではずいぶん開いたつもりなのに、まだ足りなかったらしい。すぐ両腿に手をかけられ、さらに大きく広げられた。

「あっ！」

　秘密の部分を見られるのは初めてではないが、あられもない姿はどうしようもなく恥ずかしい。まだ何もされていないのに、そこはジクジクと疼いていた。しかもすでにたっぷり蜜をたたえているようで、空気が触れるとひんやり感じる。

「きれいだ」

「まさか！　そんなはずありません。だってここは――」

　思わず隠そうとすると。すかさず両手をつかまれてしまう。

「本当にきれいだ。朝露に濡れる花みたいで、ひどく淫らなのに……美しい」

　ユリウスはつかんだ手を引いて、大きく開いたそれぞれの膝裏をエレノアに持たせた。すると腰が浮いて、いっそう陰部がさらされ、恥ずかしくて身の置きどころがなくなった。

「そのままだ、エレノア」

「あ、あの――」

「俺を手伝ってくれるのだろう？」

　からかうように囁かれ、全身がカッと熱くなる。

　あられもない恰好をさせられた上、ユリウスが上体を曲げて顔を寄せてきたので、エレノアは激しく狼狽した。

　彼の吐息が和毛にかかってくすぐったい。しかし強い視線を向けられているせいか、不思議な焦燥感も覚えていて、腰が勝手に揺れてしまうのだ。

（どうして？）

　エレノアは自分が何を求めているかまではわからず、小刻みに震えていたが――。

「ああぅっ！」

　パックリと開いた秘部に、突然濡れた何かが触れた。柔らかくて弾力があり、あたたかいそれがゆっくりとエレノアの花裂をさぐっていく。

「な、何？」

　液体を啜るようなピチャピチャという音も聞こえてきて、エレノアは両腿を抱えたまま背中を大きくしならせた。与えられる快感が鮮烈過ぎて、とても受け止めきれない。

（ああ、どうしよう？）

　繊細な襞を確認するように動いているのは、ユリウスの舌なのだろうか？　まさかそんなところを舐めるなんて――。

「あ、あ……」

　頭の中まで真っ赤に染まりそうなくらい恥ずかしいのに、快感のあまり嬌声がこぼれてしまう。
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「お、おやめください、そんな……汚いわ」

　必死に抗おうとすると、舌の動きは少し速くなった。

「やああっ！」

　さらに尖った鼻先が陰核に当たって、気が遠くなりかけてしまう。

「感じているのだな、エレノア？」

「わ、わたくし、は……あ、あぁんっ！」

「それでいい」

　ユリウスはねっとりと秘玉を舐め回しながら、蜜口にも指を伸ばしてきた。

「んんぅっ！」

　そっと縁をなぞってから、狭い入り口を解すように指が入ってきた。わずかに回転させながら、陰蜜を塗り込めるように奥へ奥へと襞を擦り上げる。

「あ、だめ」

　そこを広げられるのはつらいはずなのに、丹念な口淫のせいか快感ばかりが増幅していく。

これまで訓練でも実戦でも弱音を吐いたことがないのに、エレノアは泣きながら「許してほしい」と繰り返した。

　しかしなおも突起をしゃぶられ、クニクニと甘噛みされて、蜜洞をいじる指を増やされる。

　とうとう失神しそうになった時、ユリウスが身体を起こし、ゆっくりと押し入ってきた。猛々しい肉茎が慎重に、しかし容赦なくエレノアを侵食する。

「あ、ひ、ひぁ！」

「力を抜くんだ、エレノア」

　限界まで押し広げられ、隘路をみっちりと塞がれる。その圧迫感は凄まじく、息が上がるほど苦しいのに、なぜだか違う感覚も覚え始めていた。

「う、うう……」

　乳首や陰唇をもてあそばれた時とは違う、じんわりとした淫らな愉悦。

　無意識にそれを追いかけようとした時、一気に男根を引き抜かれた。と思う間もなく、腰をつかまれて、再び深く突き入れられる。本格的な律動が始まったのだ。

「エレノア……エレノア」

　繰り返し名前を呼ばれながら、浅く、深く、強弱をつけてズブズブと抉られ、エレノアはわれを忘れてわななく。

（な、何これ？　わたくし……おかしいわ）

　苦しいのに、それ以上に気持ちよくてたまらない。いつしかエレノアは自分から腰を突き出すようにして、ユリウスを受け入れていた。

（ユリウス様――）

　彼の心はまだ遠い。けれども身体の距離は少しだけ近づいたかもしれない。それがいいことかどうかはわからないけれど――。

　どちらからともなく唇を合わせながら、エレノアはユリウスに溺れていった。






第七章　密約の綻び









　王宮で内輪の茶会が開かれたのは、それから十日後のことだ。

　八月になり、夏の日差しがまぶしい午後――。

　花々が咲き誇る庭園の一角で、数人の男女がなごやかに談笑していた。設えられたテーブルにはかわいらしい砂糖菓子やチョコレートが並び、金のかごにも果物がふんだんに盛られている。

　華やかな座の中心にいるのは王太子と婚約者であるアメリアだ。国王夫妻の姿はなかったが、エレノアはじめ、ごく親しい者と、宰相や女官中など要職にある者ばかりが招かれていた。

　誰もが晴れやかに微笑んでいるのは、しばらく憂いの原因となっていた王太子の体調が、ここ数日で劇的に改善したからだった。

　まだ顔色は少し冴えないものの、アーネストは以前のように快活な笑顔を見せている。名医でさえ手のほどこしようがないまま、日に日にやせ衰えていたのに、今では執務もだいぶこなせるようになった。

　病気の件は公にできないので、彼の療養中は支障が出ないよう限られた数名の家臣が献身的に動いていた。その働きをねぎらいたいということで、この茶会が開かれたのだった。

（本当によかった）

　エレノアは人の輪から少し離れたところで、王太子たちを見守っていた。

　頬を撫でるそよ風が花の香りを運んでくる。昔と同じ明るい日光や屈託ない笑い声――そう、自分たちはよくここで遊んだものだ。幸福だった子ども時代が蘇ってきて、思わず微笑んでしまう。

　こんなふうに笑顔になれるのは、すべてユリウスのおかげだった。

　――これは呪いだ。

　はじめのうちこそ信じきれずにいたが、彼の言葉は真実だったのだろう。ユリウスがいなければ、苦しみながら衰えていく王太子を前に、今もただ祈ることしかできなかったはずだ。

　最大の功労者である彼がここに招かれていないのは、その存在を公表することができないからだ。それこそが本人の望みだからしかたないのだけれど。

　初めて王宮に来て以来、ユリウスはエレノアと共に毎日アーネストのもとを訪れ、呪詛を解こうとしてきた。

　そばで見ていても、彼が何をどうしているかはわからない。横たわる王太子のどこかに触れることもあれば、何やら呪文めいた言葉を呟くだけの場合もある。しかしその時は常に周囲の空気がビリビリと震え、部屋が暗くかげって、物が歪んでみえることさえあった。明らかに何かが起きているのだ。

　しかし調伏の行為はユリウスにとって相当な負担になるようで、館に戻るころには常に憔悴しきっている。エレノアはそんな彼を支えながら寝室へ向かい、自然とそのまま肌を重ねた。奇妙なことだが、そうすることによって、ユリウスは再び活力を得られるらしかった。

　今は湖畔の館で休んでいるが、明日はまた王宮に来ることになっている。

「エレノア」

　呼びかけられて振り向くと、兄のクラウスが笑みを浮かべて立っていた。

「すごいじゃないか。いったいどんな魔法を使ったんだ？」

「まあ、お兄様ったら」

　エレノアとクラウスは声を合わせて笑った。

　二人はひと目で兄と妹とわかるほどよく似ている。輝く金髪と澄んだ緑の瞳、理知的だが華やかさも感じさせる面差しは父の伯爵譲りだ。

　クラウスは足を切断して松葉杖を使っているが、かつては乗馬や剣術が得意で、そんなところもエレノアと同じだった。

「とにかくよくがんばってくれた。えらいぞ、エレノア」

　依然としてユリウスのことは秘密で、彼は蚊帳の外に置かれているのに、そんな仕打ちを気にする様子は微塵もない。クラウスもまた王太子のことを第一に考えているからだ。　

「お前のことだ。おそらく多少の無茶はしているのだろうが、何があったかは聞かないでおく。この先も思うまま動くといい。困ったことがあれば手を貸すから」

「申しわけありません。無理ばかりお願いしてしまって」

「何を言う。殿下があれほど回復されたのは、間違いなくお前のおかげだ。王妃様もさぞかし感謝しておられることだろう」

　兄の言葉に、エレノアはふと眉をひそめた。

「王妃様はその後いかがですか？」

　実は王太子とは逆に、母である王妃は数日前から床に就いていると聞かされていたのだ。

「あいかわらずだそうだ。きっとこれまでのお疲れが出たのだろう。殿下のことをずいぶん心配しておられたからな」

「……そうですか」

「しかし王妃様のご様子は幸いそれほど深刻ではなさそうだ。お前は殿下のことで手いっぱいだろうし、よけいな心配をする必要はないぞ」

「わかりました」

「では、またな。いろいろ落ち着いたら、家にも顔を見せてくれ。父上や母上が喜ばれる。アメリアもな」

　兄が人の輪の方へと視線を向けたので、エレノアもつられるようにそちらを見やった。

　人々に囲まれ、王太子とアメリアが仲睦まじい様子で語り合っている。憂いが晴れつつある今、彼らは本当に幸福そうに見えた。

　誰もが二人を祝福するだろうし、もちろんエレノア自身もそうなのだが――。

（えっ？）

　ふいに奇妙な息苦しさを覚え、エレノアは胸を押さえた。幸福そうな妹たちを見て、なぜだか唐突にユリウスのことが思い浮かんだのだ。

　深く愛し合っている王太子とアメリアはもうすぐ婚礼を挙げ、末永く幸福に暮らすことだろう。一方で恋人同士のように身体を重ね続けているにもかかわらず、自分とユリウスの未来はまったく見えない。

（だ、だから、どうだというの？）

　慌ててかぶりを振ったものの、一度浮かんだ考えは消えてはくれなかった。というより、今日は何かにつけて彼のことばかり考えてしまう。

（わたくしたちは……これからどうなるの？）

　もちろん答えはわかっていた。

　どうにもならない、なるはずがない。自分とユリウスを繋いでいるのは約定であって、心から愛し合っている王太子たちとは違うのだ。二人の間に未来などあるわけがない。

　そもそも彼を招いた目的は王太子を救うことだ。アーネストはほどなく全快するだろうし、そうなればユリウスは『闇の森』に帰ってしまうはずだ。

（……帰る？）

　その結論に思い至った時、急に血の気が引いていくような気がした。

　心の中で何かが砕けてしまったような恐ろしいほどの喪失感――王太子のために協力しているだけで、もともと縁もゆかりもない相手のはずなのに、ユリウスが目の前からいなくなると思うと、胸が痛くてたまらない。

（どうして？　どうしてこんな――？）

　自分の反応が信じられず、エレノアはきつく唇を噛んだ。これではまるで恋人との別離を恐れるうぶな娘のようだ。

（いいえ、違う！　アメリアたちとは違う。わたくしとあの方は同志のようなものだわ。ずっと殿下のために手を携えてきたのですもの。だから、きっとそれで――）

　必死に自分に言い聞かせても、胸はざわめくばかりだ。

　楽しげな笑い声が響く中、エレノアはどうしようもない寂寥せきりょう感に苦しんでいた。




　茶会を早めに辞して館に戻ると、ユリウスが湖畔に佇んでいた。

　青い湖面は鏡のように凪いでおり、黒衣の姿をくっきりと映し出している。

「ユリウス様？」

　いつもは管理を任せている老夫婦の前にも姿を見せないのに、今日はどうしたというのだろう？　いつになく無防備な様子に、エレノアの胸が騒いだ。

「ここで何をなさっているのですか、ユリウス様？」

「ああ、エレノア」

　息を切らして駆け寄ると、ユリウスは意外なほど穏やかな表情を見せた。

「一度ゆっくり見てみたかった」

「えっ？」

「ここはとても美しいから」

「あ、ええ、そうですね。わたくしも小さいころから大好きなのです」

「……いいところだ、本当に」

　他愛ない会話なのに、なぜだか胸が苦しくなった。まるで彼が見納めに湖を眺めているような気がしたからだ。もしかして自分と同じように別離が近づいていると感じているのだろうか？

　思わず一歩近づくと、ふいにユリウスが目元をなごませ、口角を上げた。何か楽しいものでも見つけたように微笑んでいる。

（あっ！）

　嘲笑ではなく、初めて見る素直な笑顔に、胸の苦しさはいっそう募っていく。

　ユリウスはこんなふうに笑うのだ。ようやくそれがわかったというのに、二人に残された時間はもうあまりないかもしれない。

　このままでは涙が零れてしまいそうで、エレノアはあえて笑顔を作った。

「どうなさったのです、ユリウス様？」

「今、幼いころの君が見えたんだ。同じピンクのドレスを着たもうひとりの女の子と、たぶん兄上……それに母君だな。四人で笑いながら、この湖畔を散歩している」

　奇妙なことだが、ユリウスが口にした光景は確かに過去の思い出と一致していた。彼にはそんなものまで見えてしまうらしい。

「まあ、そうなのですか？　ええ、確かにこちらへは家族でよく参りました。母は楽しいことが大好きで、ボートに乗ったり、ハイキングをしたり、とても活発なのです。あの、ユリウス様のお母様はどんな方なのですか？」

「母はいない」

「えっ？」

　予想外の答えに、思わず視線が泳いだ。立ち入った質問をしたことを後悔したが、もう遅い。

「あ、あの……申しわけございません。配慮のないことを申し上げました」

「いや、気にしないでくれ」

　答える声は穏やかで、表情も柔らかかった。今日の彼は今までとは明らかに様子が違う。

　それでも何か思うところがあったのか、ユリウスはほどなく自室に引き取ってしまった。




　思いがけない客が姿を見せたのは、間もなくのことだった。

「エレノア！」

「……アメリア？」

　扉の向こうに立つ妹の姿を見て、エレノアは息が止まりそうになった。

　誰にも知らせていないのに、どうしてここにいることがわかったのだろう？

　そんな動揺を読みとったのか、アメリアはすまなそうに頭を下げた。

「急に来てごめんなさいね、エレノア。最近、あなたとは全然話ができないから、様子が気になってしまって……特に今日はなんだか元気がなさそうだったし」

「まあ、アメリア。どうもありがとう」

　エレノアは妹を抱きしめて頬ずりした。

　アメリアに非はないし、まして責められるはずもない。密命のためだったとはいえ、自分こそが優しい彼女を心配させてしまったのだ。

「騎士団でもあなたの居場所は誰も知らなくて、だからいろいろ考えて……この館にいるんじゃないかと思ったの。エレノアはここが好きだったもの。ねえ、忙しくて疲れているのではなくて？　あなたの好きなお菓子をいろいろ持ってきたから、時間ができたら食べてちょうだいね」

　双子だからなのか、エレノアとアメリアは昔から相手の考えていることがなんとなくわかった。今も余裕がなさそうな様子を案じて、役に立ちたいと思ってくれたのだろう。

「そうだわ。王妃様からもスミレの花の砂糖漬けを預かっているのよ。ぜひエレノアにって、先ほど女官長様が届けてくださったの」

　スミレの花の砂糖漬けはエレノアの好物だ。体調を崩しているという王妃が、わざわざ自分を気遣ってくれたことが素直にありがたかった。

「うれしいわ。さあ、中に入って。疲れたでしょ？」

　ところがアメリアはかぶりを振って、連れてきた侍女から焼き菓子のかごを受け取ると、エレノアに渡した。

「いいえ、すぐ失礼するわ。だってあなたはここで何か大切なお務めをしているのでしょう？　邪魔をしてはいけないとわかっていたけれど、どうしても気持ちを伝えたかったの。だって殿下があんなにお元気になられて……わたくし、本当にうれしくて」

　涙ぐむアメリアを見ていると、自分まで胸がいっぱいになる。エレノアは思わず妹の両手を握った。

「本当によかったわ。どうかしあわせになってちょうだいね」

「ありがとう、エレノア。だけど――」

「だけど？」

「あなたはそれでいいの？　わたくしが……アーネスト様と結婚して、本当にかまわないの？　だってあなたも殿下をお慕いしていたのではなくて？」

「アメリア！」

　思いがけない問いかけに、エレノアは大きく目を見開いた。まさかそんなことを考えているとは想像してもいなかったのだ。

　さすがにたじろいだものの、妹によけいな心配をさせるわけにはいかない。エレノアはアメリアを再び引き寄せ、前よりも強く抱きしめた。

「それは昔のことだわ。だって王太子殿下はとてもすてきな方ですもの。よくって、アメリア。今のわたくしはあなたの結婚を心待ちにしていて、誰よりも祝福しているつもりよ」

「ありがとう！　本当にありがとう、エレノア」

　アメリアは姉の言葉に安堵したらしく、突然の訪問を謝りながら帰っていった。

　しかし戸口に立って、その背中を見送っていた時だ。

　ふいに「逃げろ」と低い声が響いた。

「えっ？」

　振り返ると、すぐ後ろにユリウスが立っていた。

「逃げろ、エレノア」

　いつの間に二階から下りてきたのだろう？　足音は聞こえなかったし、気配も感じなかった。第一、ついさっきまで扉の外にいたアメリアも何も言っていなかったのだ。彼が背後にいたはずはない。

「ユリウス様、どうなさったのですか？　逃げろとはどういうことでしょう？」

　今の自分たちにとって、この館より安全なところはないはずだ。それなのになぜ、しかもどこに逃げろというのだろう？

　ところがユリウスは何も答えず、その場に立ったまますべてを、そう、エレノアさえ拒むように目を閉じた。逃亡を命じながらも、自分はそうするつもりがないらしい。

「ユリウス様？」

　先ほどは少し彼に近づけたように感じたのに、今は前以上に突き放されている気がする。しかしエレノアにはそれを気に病む暇はなかった。

「えっ？」

　ふいに全身の皮膚がチリチリと痺れた。危機に慣れた騎士の本能が異常を察知し、反射的に警戒態勢に入ったのだ。だがエレノアのそれは決して超能力や魔法などではなく、騎士団での長く厳しい訓練のたまものだった。

（どういうこと？）

　感じ取った気配は七、八人。人数からいっても、ただごととは思えなかった。今は周囲の木立に紛れているが、すぐに姿を見せるだろう。どうやら知らぬ間に館を囲まれていたらしい。

　明らかに友好的な相手とは思えないが、狙いは何なのだろう？

　もしかして誰かがアメリアを尾行してきたのだろうか？

（とにかくユリウス様をお守りしなければ。アメリアは無事に帰れただろうか）

　相手は何人いて、どう動いてくるだろう？　状況を分析しつつも、エレノアはまずユリウスを保護しようと考えた。

　ところがまさに剣を構えた時、「エレノア」と呼びかけられたのだ。

「俺だ。ヘルマンだよ」

「……ヘルマン？」

　少し離れた木の陰から、大柄な青年が姿を見せた。

「どうしてあなたがここへ？」

　現れたのは予想もしなかった人物で、あろうことかエレノアと一緒に騎士団の副官を務めているヘルマン・シュトルムだった。ふだんは気のいい若者だが、任務には誰よりも忠実だ。

　彼がここにいるということは、おそらく手練れの部下たちも同行しているのだろう。彼らと剣を交えるのはかなり厄介だし、できればそんなことはしたくない。ヘルマンたちの目的はわからないが、本来はみんな仲間なのだ。

　相手も同じように思っているらしく、ヘルマンは剣こそ手にしているものの、まったく敵意は感じられなかった。

「ご用は何でしょう？」

　しかし、当然エレノアの声は硬くなる。

「ここへお招きした覚えはありませんけれど」

「頼むから抵抗しないでくれ、エレノア。俺たちは館にいる男を引き渡してほしいだけだ」

「引き渡す？」

「王妃様のご命令だ。ここに反逆者が隠れているとおっしゃっておられる。館の中を調べさせてほしい」

　本気で屋敷を探索するつもりなのか、ヘルマンの合図で他の騎士も姿を見せた。みんな顔見知りばかりで、居心地が悪そうな表情をしている。

「まさか！」

　エレノアは耳を疑った。

　王太子を救うため身を削っているユリウスがどうして反逆者扱いされるのだろう？　それ以前に、なぜ公にされていないはずの彼の居場所を知っているのだろう？　確かに隠者を探し出すよう命じられはしたが、当の王妃にさえ詳しいことは明かしていないのに。

「よく聞くんだ、エレノア。君に咎がないことはわかっている。もちろん累が及ぶこともないはずだ。だから早くわれわれに――」

「お断りします！」

「エレノア！」

「反逆者などもってのほか。ここにはわたくし以外、誰もおりません。それにこの館はリーヴェルト家の別邸です。いくらあなたでも、むやみにお入りいただくわけにはいきません」

　エレノアは外に出て扉を閉じると、行く手を阻むように立ちはだかった。たとえヘルマンと戦うことになっても引くつもりはなかった。

　とりあえずこの場をしのぐことができれば、その後は何とかなるだろう。兄のクラウスに相談してもいいし、ユリウスを『闇の森』に帰してもいい。しかしもし反逆者として捕縛されるようなことになれば、どんな処分を下されるかわからない。

「エレノア、頼む」

　ヘルマンは心底困り果てた様子だったが、あきらめるつもりはないようだった。

「俺たちは、わがペルジャンドルに仇なす者を放っておくわけにはいかない」

「何ですって？」

　仇なす者――その言葉に、剣を持つ手が震えた。

　瞬間、倒れていたユリウスの姿を思い出したのだ。青ざめて、息もしておらず、対応が遅ければ、彼はあのまま死んでいたかもしれない。それに王宮から戻ってくると、いつもひどく憔悴している。それほどまでに自分を犠牲にしている者が、どうしてこんな言われ方をしなければならないのだろう？

「帰ってください、ヘルマン」

「ま、待て、エレノア」

　エレノアが背筋を伸ばして剣をかまえると、ヘルマンは顔色を変えた。

　騎士団に属する者にとって、国王や王妃の命令は絶対だ。命じられれば、その正否を判断することもなく遂行するのみだ。もし刃向えば、エレノア自身が反逆罪を問われかねない。こうまで頑強に抵抗されるとは思わなかったのだろう。

「自分が何を言っているのかわかっているのか」

「ええ、もちろんです」

　エレノアとヘルマンはしばらく硬い表情で睨み合っていたが――。

　その時、唐突に扉が開いて、ユリウスが姿を見せた。

「ユリウス様！」

　エレノアは取り乱して、声にならない悲鳴を上げた。

「ユリウス様、待って。お待ちください！」

　ところがユリウスはエレノアにまったく視線を向けず、ヘルマンの方へ淡々と歩いていく。

「探しているのは俺のことか？」

「あ、いや、その、ま、まあ、そうなのだが――」

　彼がいきなり現れたことで、捕縛に来たはずのヘルマンの方がうろたえているように見えた。

　黒衣をまとった長身の青年は目を奪われるほど美しい上に、侵しがたい品格をも有していたからだろう。

「では、どこへなりと連れていけ。そうすれば、もうここに用はないはずだ」

「……いいだろう」

　ヘルマンは少しためらってから、ユリウスに縄を打つよう部下に命じた。

「待ってちょうだい、ヘルマン！　ユリウス様にそんなこと――」

　エレノアは思わず駆け寄ろうとしたが、すぐに騎士たちに阻まれてしまった。

「どうぞお控えください、エレノア様」

「この先はわれわれにお任せください」

　ヘルマンもひとつ頷いて、ユリウスを引き立てていく。　

「さあ、どうぞエレノア様はお屋敷へお入りください」

　騎士たちはみな丁重に頭を下げ、ヘルマンの後に続いた。

　ユリウスの連行を邪魔すれば、さすがにエレノアもただでは済まない。ヘルマンたちはそうならないよう気遣ってくれているのだ。

　そしてユリウスもまた、おそらくエレノアを守るために自ら出てきたのだろう。強者揃いの騎士が相手でも、彼なら蹴散らすことができるし、それ以前にたやすく逃亡できるはずなのだ。

（だけど……どうして？）

　隠者であるユリウスにすべてを託したのは、当の王妃だ。現に王太子は彼のおかげで回復しつつあるのに、なぜ彼を捕縛したりするのだろう？

（ユリウス様、ユリウス様！）

　エレノアはローゼンがいる厩舎へと走った。

　何があろうと、そして彼を捕らえた相手が誰であろうと、必ずユリウスを救い出す――今はそれしか考えられなかった。






第八章　不都合な幕引き









　エレノアの来訪は予想されていたのか、王宮ではすぐに王妃の居室に通された。　

　体調を崩しているらしい相手を訪ねるのは気が引けたが、今はそんなことを言っている場合ではない。とりあえず謁見は許されたので、エレノアはもどかしい思いで王妃が姿を見せるのを待っていた。

　広い居室は王妃が好きな真珠色と金が基調になっている。贅を尽くした優美な調度で飾られ、王宮の中でも最も美しい場所のひとつだ。その奥に透かし彫りの衝立で囲われた一角があって、限られた近しい関係の者はそこに招かれることが多かった。

　花柄のゴブラン織りの長椅子や猫脚のテーブルがくだけた雰囲気を醸しだしているため、打ち明け話などもしやすいのかもしれない。エレノアはそこにいたが、振り返れば初めて隠者のことを聞かされたのも同じ場所だった。

　――『闇の森』に住むという隠者を王宮に連れてきてちょうだい。その人なら、わたくしたちを助けることができるかもしれません。

　あの時は隠者の正体もわからない上、本当に存在しているかどうかさえ怪しくて、エレノアもずいぶん戸惑った。

　とはいえ、隠者に縋ることにしたのは王妃自身だし、ユリウスもはじめこそ王宮に来るのを固辞したが、その後は王太子のために手を尽くしてくれた。どう考えても彼の捕縛は納得がいかなかった。

（今はどこにいらっしゃるのかしら？　ひどい扱いを受けていなければいいけれど）

　エレノアが知る王妃は優しく聡明で、誰にでも公平な、いかにも国母にふさわしい人柄の持ち主だ。決して無暗に人を断罪したりはしない。

（きっと何かひどい誤解をされているのよ。わたくしがきちんとご説明すれば、王妃様は必ずわかってくださるはずだわ）

　エレノアが改めてそう覚悟を決めた時、続き部屋の扉が開いた。やはり体調がすぐれないのか、王妃が女官長に支えられるようにして姿を見せた。

「ごきげんよう、エレノア」

　王妃に呼びかけられ、エレノアは急いで礼を執った。今夜はエレノア・マリア・フォン・リーヴェルトとしてではなく、騎士団の隊員として参上しているからだ。

「さあ、そこへお座りなさい」

　王妃は女官長を下がらせると、エレノアと向かい合う形で腰を下ろした。

「かしこまりました」

　間近で王妃と対峙することになり、エレノアは無意識に息を詰める。二人きりになると、急に空気が重くなったような気がした。小さいころから知っている相手なのに、こんなふうに感じるのは初めてのことだ。

　王妃のユーリアはかつて『ペルジャンドルの白百合』と称えられ、その美貌は大陸中に知られていた。少女時代に当代国王に見初められ、十八歳で王家に入ったが、その面差しは今なお息を呑むほど端麗で、輝くプラチナブロンドや紫の瞳に目を奪われずにはいられない。

　しかし今日の彼女は、明らかにこれまでとは違って見えた。身体の不調が原因なのか、それとも年齢のせいか肌に張りがなく、カサついてくすんでいる。ひどく疲れているようで、急に何歳も年を取ったかのようだ。

　それでも辺りを払うような威厳は健在で、エレノアは思わず姿勢を正したが――。

（あら？）

　ふいにかすかな違和感を覚えた。なんだか王妃が誰かによく似ているような気がしたのだが、その相手が思いつかない。

（気のせいかしら？）

　エレノアは小さくかぶりを振ると、改めて王妃に頭を下げた。

「お目にかかれて恐悦至極に存じます、王妃様。本日こうしてまかりこしましたのは――」

「エレノア」

　唐突に硬い声で遮られ、エレノアは目をしばたたく。これまで一度もそんなことはなかったからだ。

「あなたがどうしてここへ来たかはわかっています。あの不埒で卑しい男のことで話があるのでしょう？」

「王妃様――」

　吐き捨てるような口調に、エレノアは言葉を失った。初めて耳にする冷たい声に、思わず背筋が寒くなる。

「わたくしもあなたに聞きたいことがあります。わたくしにあの男を会わせようとしなかったのは、そう命じられたからなの？　ここしばらく王宮に出入りしていたばかりか、アーネストに近づいていたというのに」

「はい、王妃様。ですが――」

「こざかしいこと」

　エレノアは息を呑んで、王妃を見つめた。

――もう、他に方法がないのです。この上は隠者様にお縋りするしか……。

　涙ながらにそう言っていたのは、本当にこの人なのだろうか？　あの時は隠者という存在に心から信頼を寄せていたように見えたのに、なぜこれほど豹変してしまったのだろう？

　さらにはエレノアに対しても、いつになく他人行儀で距離を感じさせる。目の前にいる王妃はまったく知らない人物のようだ。

「恐れながら、ユリウス様は不埒でも卑しくもございません。王妃様が探していらした隠者様でいらっしゃいます」

　瞬間、王妃が「ユリウスですって」と苦々しげに呟いた。その美しい顔は、最も聞きたくない言葉を耳にした時のように歪んでいた。

「……王妃様？」

「ユリウスという名前なのね？」

「は、はい」

「あれは魔物です。人ではない！」

「魔物？　いいえ、いいえ、違います、王妃様！」

　あまりに激しい反応に、エレノアはかぶりを振ることしかできなかった。

　すると王妃は表情を和らげ、語調も改めた。

「惑わされてはいけないわ、エレノア」

　まるでエレノアを心から案じ、間違いを諭そうとしているかのように微笑みさえ浮かべている。

「すべてはあの男のはかりごとなのですよ。わたくしたちに取り入って、このペルジャンドルを支配するための」

「まさかそんな――」

「ひと目見ればわかります。聞いていたとおり邪悪な銀の瞳をしていたわ。それこそ魔物の証よ」

「ユリウス様と……お会いになったのですか？」

「先ほど会いました。ヘルマンが連れてきてくれたので」

　ユリウスは今、独房に収監されているらしい。

　王妃によれば、彼の罪は王太子に何らかの呪詛を行い、それを自分で解決することで信頼を得ようとしたことだそうだ。結果、王家に取り入ることで、やがてペルジャンドルそのものを思うままにしようとしていたというのだ。

「い、いいえ、王妃様。あの方に限って、それはありえませんわ」

　そもそも王都へ来ることを固辞していたし、命の危険にさらされてまで王太子を救おうとしたユリウスがそんなことをするはずがない。

「まあ、エレノア。現にあなただって必死にあの男をかばっているじゃないの。それこそ魔物の所業ではないこと？」

「王妃様！」

「お聞きなさい、エレノア。銀の瞳には恐ろしい魔力があって、人を操り、すべてを思いのままにできるのです。わたくしはかつてそういう相手に会ったことがあるの。だからあの男の瞳の色を知った時、すべてが腑に落ちたわ。アーネストが病に倒れたのも、それが今では快方に向かっているのも、全部しくまれたことだってね。今ここで捕らえなければ、取り返しがつかなくなるのよ」

　王妃の口ぶりは熱に浮かされたようで、そのせいか妙に説得力がある。しかしエレノアはとうてい同意できなかった。

「王妃様、恐れながらわたくしにはユリウス様が邪悪な方だとは思えません」

　確かにユリウスは魔法のような力を有しているかもしれない。だからこそ強力な呪いとも戦うことができるのだろう。

　それに自分自身も、彼と出会う前とは明らかに変わった。ユリウスの瞳に見つめられると平静でいられなくなるし、気づけばいつも彼のことを考えている。

　だが、それは王妃の言う邪な力のせいとは思えなかった。

　はじめは冷たさしか感じなかったけれど、実は銀の瞳は時に青く、また別な時には緑や紫を帯びて、さまざまな表情を見せている。今のエレノアは彼の優しさや憂いを感じとることさえできるのだ。

　とはいえ、いくらそう訴えたところで、王妃は耳を貸そうとしないだろう。息子を救ってもらったというのに、今の彼女はひどく頑なだし、何かに怒りながら、それ以上に怯えているように見える。いったい何が王妃を脅かしているのだろう？

「王妃様、ひとつお聞かせください。実際にお会いになる前から、どうしてユリウス様の瞳の色をご存じだったのですか？」

「アーネストが教えてくれたのです。はじめは黙っていましたが、大恩人に礼を尽くしたいと言ったら、ようやく黒髪で銀の瞳を持つ青年だと……でも、まさかそれがあの男だなんて」

「王妃様は、ユリウス様をご存じだったのですか？」

「わたくしは――」

　その刹那、王妃の顔からいっさいの表情が消えた。怒りも怯えも苛立ちも、とにかくすべてが抜け落ちた虚ろな瞳で、エレノアをぼんやりと見ている。

「あの男……ええ、そう……あの男の処分は間もなく陛下がお決めになるでしょう」

「王妃様！」

「お下がりなさい、エレノア。わたくしは少し疲れたわ」

　次の間で控えていた女官長がすぐさま姿を見せて、目顔で退出を促した。こうなっては、もうどうすることもできない。

「失礼いたします」

　エレノアは自分の無力さに唇を噛みながら、王妃の居室を後にした。

（ユリウス様にお目にかからなければ）

　王妃の憎々しげな口ぶりを思い出すと、胸騒ぎがしてならなかった。

　これから彼はどうなるのだろう？　そもそも罪など犯していないし、反逆者でもないのに、なぜ捕らえられて処分を受けなければならないのか？

（わたくしのせいだわ。無理に王宮にお連れしなければ、こんなことにはならなかったのよ）

　エレノアはいても立ってもいられず、ユリウスのもとへ向かった。彼なら王妃の言う魔力とやらを使って逃げおおせることもできるかもしれないが、城の警備はさすがに侮れない。とにかく話をして、なんとか打開策を見つけるつもりだった。

　立場上、王宮の構造はすべて頭に入っている。ユリウスが収監されているのは、重大な政治犯などが入れられる特別な独房のはずだった。一般の監獄とは離れた場所に設けられており、警備もずっと厳重だ。

　北西の塔――最近ではずっと使われていなかったが、果たしてその扉の前には二人の衛兵が立っていた。

「エレノア様！」

「中に入れてちょうだい。ここの囚人に話があるの」

　国軍に属していれば、女性の身ながら王立騎士団の副官を務めるエレノアを知らぬ者はいない。当然、その命令は絶対だ。

「かしこまりました」

　衛兵たちがすぐ閂かんぬきを外してくれたので、エレノアは会釈して中に入った。そのまま足早に目指したのは最奥の小部屋で、よほどのことがなければ使われない場所だった。

　そこでも扉の脇に二人の衛兵が立っており、油断なく注意を払っている。扉自体も頑丈そうな閂がかけられ、さらに鎖まで巻かれていた。

「これはエレノ――」

　衛兵たちがエレノアに気づいて敬礼しようとした時だ。二人は表情を強ばらせたかと思うと、突然膝から崩れ落ち、重なるように倒れてしまった。

「あ、あなたたち、どうしたの？　大丈夫？」

　声をかけても返事はなく、完全に失神しているようだ。しかし異変はそれで終わらなかった。

「あ――」

　動揺するエレノアの目の前で、さらに扉の閂が勝手に外れ、鎖も解けて床に落ちたのだ。続いて扉が重々しい音をたてて、半分ほど開いた。

（……ユリウス様だわ）

　どう考えても、こんなことができるのは彼しかいない。やはりその気になればいつでも逃げ出すことができるのだ。それなのに、あえて抑留されていた理由は――。

（わたくしを呼んでいらっしゃるのだわ）

　いざとなれば剣も持っている。倒れた衛兵たちのことを思うと足が竦んだが、エレノアは唇を引き結び、用心しながら扉を押し開けた。

「ユ、ユリウス様？」

　部屋の中は薄暗く、数本の蝋燭が点されていた。逃亡を防ぐためか窓には鎧戸が下ろされ、さらに板が打ちつけられている。頼りなく揺らめく明かりの中、粗末な木の椅子に座るユリウスが浮かび上がって見えた。

「何ということを！」

　エレノアは息を呑んで立ち竦む。

　ユリウスは身体を荒縄で椅子に縛りつけられた上、両足首には鉄の足枷がはめられていたのだ。王妃が命じたのか、黒い布で目隠しまでされている。
（ひど過ぎるわ）

　いくら彼を恐れているとはいえ、非道な扱いに血が沸騰しそうな気がした。

「ユリウス様、すぐにお助けします！」

　ところが踏み出そうとした足が動かない。

（えっ？）

　勘違いではなかった。両手や顔も自由にならず、エレノアはまるで釘づけされたみたいに動くことができない。

　視線さえも固定されて狼狽していると、ユリウスの目隠しがひとりでに外れて落ちた。続いて窓に打ちつけられていた板が剥がれ落ち、鎧戸も上がって、ゆっくり外へと開いていく。まるで奇術を見ているようだが、この現象もやはり彼が起こしているのだろうか？

　流れ込んできた冷たい空気が心地よかったのか、ユリウスは大きく息を吸った。

「ユリウス様――」

　幸い口をきくことはできた。ところが話しかける間もなく、射抜かれそうな視線を向けられ、冷ややかに詰問された。

「エレノア、王妃と話をしたのだろう？　すべて俺のはかりごとだと言われたか？」

　いきなり核心をつかれて、エレノアはわずかに怯む。

「は、はい。ですが、わたくしはそうは思っておりません。王妃様は何か誤解をなさっておられるのです。こんな扱いは許されることではありません」

　だから一緒に対策を考えよう――そう続けたいのに、つい言いよどんでしまう。ユリウスの態度が今までとあまりに違って感じられたからだ。

　彼がこんな目に遭っているのは、エレノアが王宮に連れてきたせいだ。激怒されてもしかたがないだろう。だからといって黙っていてはここに来た意味がない。エレノアは途方に暮れながらも、ユリウスと視線を合わせた。

「なんとか王妃様を説得できるよう、何か方法を見つけたいのです。ユリウス様、どうか一緒に考えていただけませんか？」

　ところがユリウスはかぶりを振ると、肩を竦めて視線をそらした。

「……どうかな」

「なぜそんなことをおっしゃるのですか？」

「エレノア、殊勝げに俺を心配するふりなどしなくていい。王太子の呪いはすでに解けているからな」

「えっ？」

　突き放すような言い方に鋭く胸をつかれたが、それでも喜びの方が大きかった。

あれほど難儀した問題が解決したと言われたのだ。自然、エレノアの声は明るく弾む。

「本当ですか？　それでは殿下はもとのようにお元気になられるのですね？」

　ユリウスは頷き、自嘲するように低い声で笑った。

「だから俺はもう必要ない。君は家に帰るなり、騎士団に戻るなり、好きにすればいい」

「ユリウス様！」

　今度は反応せずにはいられなかった。なぜユリウスはこれほど自棄になっているのだろう？　自分が彼を見捨てるような真似をすると、本気で思っているのだろうか？

　あまりに心外で、声が震えて上擦ってしまう。

「お聞きください、ユリウス様。わたくしが必ずここからお助けいたします」

「嘘はたくさんだ」

「わたくしは決して嘘など――」

　瞬間、全身に激しい衝撃が走った。しかしエレノアはそれを意識する間もなく、闇の中へ落ちていった。




　いったい何が起きたのだろう？

　エレノアは目を開いて、瞬きを繰り返した。視界は薄暗く、頭もぼんやりしていて、うまく考えがまとまらない。

　今は夜だろうか？　開いた窓の外は暗く、数本の蝋燭が揺らめく部屋はしんと静まりかえっている。見慣れないこの場所で、自分は何をしているのだろう？

（そうだわ。ユリウス様に会いに来て――）

　ふいに記憶がよみがえって、エレノアは小さく呻いた。

　王太子の呪いを解こうとしていたユリウスが、王妃の怒りを買って突然収監されたのだ。彼を救う算段を立てるため、急いで独房を訪れたはずだった。

　――信用できない。君は嘘つきだからな。

　ひどい扱いを受けたためかユリウスはひどく冷淡で、エレノアに心外な言葉を投げつけてきた。しかしなぜかその後のことはまったく覚えていない。

「う……」

　あれからどれくらい時間がたったのだろう？　夏の空は夕方でもしばらく明るいはずなのに、部屋の中も外も暗い。窓が開いているのに、何の音もしないのも不気味だった。

　とにかく様子を見るため立ち上がろうとしたが――。

（……どういうこと？）

　エレノアは大きく目を見開き、視線をさまよわせる。動転しているせいで、無意識に何度もかぶりを振ったが、そのたびに長い金髪が顔の下で揺れるのが見えた。

　石の床が目に入り、ようやく状況が理解できた。

（嘘？）

　あろうことかエレノアは一糸まとわぬ姿で、四肢を大きく広げたうつ伏せの状態で宙づりにされていたのだ。しかも手足を拘束しているはずの縄や鎖はどこにも見当たらなかった。

「あ――」

　その上、自分のあられもない恰好を意識したとたん、全身が悩ましげに反応し始めた。剥き出しの乳首や、あらわになった女陰が勝手に疼き出したのだ。

　確かにエレノアの身体には誰も触れていない。しかし熱を孕んだ視線がずっと肌を這い回っていて、そのせいでジワジワと追い上げられているのだった。

　こんな奇妙なことができる相手は、もちろんこの独房に閉じ込められているユリウスだけだ。

（だめ！　しっかりするの！）

　羞恥のあまり全身を赤く染めながら、エレノアはなんとか言葉を紡いだ。

「いったい……どういうおつもりですか？　なぜこんなことをなさるのです？」

　いくら待っても返事はなく、混乱が募っていく。それでもここで取り乱したら負けだと思った。どうしたらいいかはまったくわからないけれど。

「やっ！」

　ふいに何かが裸の胸元を、続いてパックリと開いた秘処をかすめていった。鳥の羽を思わせるものがからかうように肉粒をくすぐり、花襞をソロリと撫で上げる。

　ところが身動きできないので振り払うことができない上、それもまたエレノアの目には捉えられなかった。

（ありえないわ……こんなこと）

　少し弄ばれただけなのに、エレノアは滑稽なくらいあさましく反応していた。

　肌は薄紅色に染まり、胸の頂は硬く尖って、肉洞も早くも蜜を零しながら淫らに蠢いている。

　恥ずかしくて情けなくて、今すぐ消えてしまいたかったが、なんとか気を取り直そうとして目を閉じた時だ。

「くっ！」

　ふいうちで秘裂を撫で上げられ、白い肌が粟立った。

「あうぅ！」

　そのまま無防備な女陰をまさぐられ、襞を摘ままれて、サワサワとくすぐられてしまう。

「ん……んぅ、やぁ」

　本気で拒みたいと思っているのに、エレノアは無意識に自分から愛撫を求めてしまう。しかし滴るほど蜜を零しながら秘部を押しつけても、巧みな指に似た何かは最も感じる肉芽には触れてくれないのだった。

　いっそ夢ならいいのにと思いながら、エレノアは目を開けて前方に強い視線を向ける。

「お願い……です……どうか」

　蝋燭の明かりに照らされ、粗末な木の椅子に座っているユリウスが見えた。身体を荒縄で縛りつけられ、鉄の足枷まではめられているのに、その瞳は冷ややかな光を放ちながら、エレノアをじっと見つめている。

「お答え……ください、ユリウス様」

　エレノアが知っているのは、ユリウスという彼の名前だけだ。他には年齢も出自も――いや、正確にはひとつだけ教えてくれた。彼には母親がいないのだ。

　だが、エレノアはもっとユリウスを知りたかった。『闇の森』での日々の暮らしや、幼いころの思い出。好きなことや嫌いなもの。何でもいいからもっと教えてほしい。

　だから彼を救うために最善の策を探そうとしているのに。

「どうしてこんなことを――」

　エレノアは掠れた声で、再び問いかけた。

　ユリウスが激怒するのも当然だろう。不当に拘束され、ここに閉じ込められているのだから。確かに王宮に連れてきたのはエレノアではあるのだが、今さらここまで辱められる理由は何なのだろう？

「ユリウス様！」

「これは罰だ」

「罰？」

　思いも寄らない返答だった。しかし言葉を失うエレノアに、ユリウスは落ち着いた声で淡々と続けた。

「俺をたばかったな、エレノア？」

「いいえ、わたくしはそんな――ひうぅっ！」

　唐突に胸の頂を弾かれ、さらにそれぞれ二本の指に挟まれているかのように、クニクニとこね上げられてしまう。加えて臀部や下腹部の淡い叢くさむらまでいやらしくいじられて、嬌声が止まらない。

「やあっ！」

　次は摘ままれた両方の乳首が湿ったぬくもりに包まれた。唇に咥えられ、舌先で舐めまわされているように、チュクチュクと丹念に弄ばれる。けれど控えめで、わざと的を外した愛撫はいっそ苦しいだけだ。

「やめ……お願い……もう」

　エレノアは息を乱し、開いた下肢を自らの蜜で汚しながら、大きく腰を揺らした。愛の行為に慣らされた身体は素直過ぎるほどに悦楽を求めずにはいられない。

　いつものようにもっと激しく貪って、ヒクついている隘路を彼のもので抉ってほしいのに。

　しかしユリウスは依然として椅子に縛りつけられたまま、エレノアを冷然と見つめているだけだった。白い裸身を嬲って、理性を失わせるほど追い上げているのは彼しかいないのに、息さえ乱していない。

（……どうして？）

　快感で呆けたエレノアの耳元で低い囁きが聞こえた。

「本当に淫らな身体をしているな、エレノア」

「ち、違う、そんな――」

「いや、今にも達してしまいそうだ。イキたいのだろう……いつものように？」

　濡れそぼった蜜路の中に何かが入ってきた。指と似た感触のそれが、敏感な襞をゆっくり擦りあげる。

「やん、あ、ひぃっ！」

「誰だ？」

「だ、れ……って？」

　ユリウスは何を言っているのだろう？

「君の心にいる想い人は誰だ？　そんな相手はいないと、前に言っていたはずだが」

「おもい……人？」

「約定を結ぶ際、誓ったはずだ。君の身も心も、俺に捧げると」

「わたくしは……偽りなど……申しておりま……あ、あう、ん！」

　乳房や陰部への愛撫はいっそう濃厚になり、感じやすい女体を甘く苛む。

　それでもエレノアは懸命に呼びかけた。

「ユリウス様、どうか――」

　嘘などついていないし、謂いわれのない誤解を解きたかった。ユリウスに信じてほしかったのだ。

　確かにかつては王太子にあこがれていたが、もう過去のことだ。もちろん今でも主として敬愛してはいるけれど――。

「……強情な」

　舌打ちの音が聞こえ、ふいに両手足の拘束が解け、身体がガクンと揺れた。

（落ちる！）

　しかし次の瞬間、エレノアは床に落ちることなくユリウスの腕の中にいた。

「ユリウ――」

　広い胸に抱きしめられ、まともに視線が絡んで、そのまま何も言えなくなってしまう。

　抑えきれないほどの怒りを感じさせるのに、銀の瞳ばかりはひどく悲しげに見えたからだった。その視線もいつになく頼りなげに揺れていて、エレノアは思わず手を伸ばしかけたが――。

「そろそろ限界のようだな」

　ユリウスはエレノアを床に横たえ、冷笑を浮かべて覆いかぶさってきた。

「俺が欲しいのだろう、エレノア？」

　その瞬間、長い指が狭い蜜孔に忍び込んできた。

「あ、あう！」

　その感覚は今までよりずっと生々しく、エレノアは大きくのけぞってしまう。

　淫蜜を塗りつけるようにグチグチ音をたてながら広げられ、ユリウスを受け入れられるよう指を増やされていく。

「脚を開け、エレノア」

　とろ火で焙あぶられるような愛撫が続いていたからか、エレノアは腰をつかまれ、熱杭をあてがわれただけで、軽く達してしまった。

「ひぁっ！」

　それでもどうしようもなくユリウスが欲しくて、誘うように媚肉を男根に押しつけてしまう。

「よし。いい子だ」

「あ……あ……ああん！」

　濡れた秘唇を押し広げて、ゆっくりユリウスが入ってきた。何度抱かれていても挿入の時は苦しいのに、今はそれさえも心地いい。

　大きく張りだした亀頭を呑み込み、最奥まで奥までズリズリと犯されながら、エレノアは上気した頬を悦びの涙で濡らす。

「あう、う……んぅっ！」

　それからはもう嵐に巻き込まれたように、ひたすら翻弄されるばかりだった。

　何度となく口づけを交わしては、いっそう深く突き入れられて、絶頂へと導かれていく。

　――君の心にいる想い人は誰だ？

　先ほどの問いかけが引っかかっていたが、それさえどうでもよくなるほど絶え間なく愉悦を与えられ、次第に気が遠くなっていく。

　今、エレノアの心の中にいるのは、自分を甘く苛むユリウスだけだった。






第九章　呪われた真実









　エレノアが郊外の女子修道院に向かったのは、翌朝早くのことだ。

　ユリウスにさんざん凌辱され、解放されたのは夜半を過ぎてからだったが、湖畔の館に王太子からの手紙が来ていたのだ。自邸に送られたものを、アメリアが気を利かせ、召使いに届けさせてくれたものだった。

　王都の外れにある修道院はローゼンを駆って、一時間近くかかる。身体には激しい行為の爪痕が残っていたものの、そうする以外に道はなかった。

（絶対にだめよ。阻止してみせる……どんなことをしてでも）

　王太子の手紙には、ユリウスの処刑が決定したと記されていたのだった。

「ローゼン、もうすぐよ！　がんばって！」

　遠くに煉瓦造りの建物が見えてきた時、エレノアは少しだけ安堵した。もちろん今なお危機は去っていない。それでも唯一の望みはそこにしかないのだった。

　王太子の手紙によれば、ユリウスの処分はエレノアが王妃を訪ねたすぐ後に決まったらしく、王妃は「あの反逆者を死罪にできなければ、代わりに自分が命を絶つ」と、国王に迫ったという。

　隠者を招いたことを認めた上で、責任はすべて自分にあると泣いて訴えたそうだ。国王は若いころから今に至るまで妻を深く愛している上、今回の件についてはほとんど知らされていない。取り乱す王妃に困惑し、極刑を認めざるを得なかったのだろう。

　しかし王太子本人は自分を救ってくれたユリウスに恩義を感じており、内密にすると約束しながら彼について王妃に話したことを深く悔いていた。また、いつもは穏やかで優しい母の豹変ぶりにも合点がいかなかったらしい。

　そこで処刑までの時間稼ぎをするから、修道院を訪ねて院長と会うように助言してくれたのだ。手を尽くして調べた結果、王妃の過去を知る人物に頼るべきだと判断したという。

　ようやく修道院の門までたどり着き、エレノアはローゼンの背から降りた。

「じゃあ、ローゼン。ちょっと行ってくる――」

　待っていてくれと愛馬に命じようとして、エレノアは愕然とした。あの日、『闇の森』に足を踏み入れた時にも、まったく同じように声をかけたことを思い出したのだ。

「あ――」

　ふいに胸が締めつけられるように痛み、その場から動けなくなった。

（何？　どうして？）

　今は一刻を争う場合なのに、ユリウスとのさまざまな記憶が心の中で交錯し、エレノアの足を止めてしまったのだ。

　出会いの日、約定を誓った瞬間、呪いとの対峙、破瓜の夜――漆黒の髪と銀の瞳を持つ青年と過ごした時間がひどく意味のあることに思えて、急に息苦しくさえなってきた。

（だめよ、エレノア！　早く行かないと）

　こうしている間にも時は流れ、ユリウスの処刑が近づいてしまう。自分はそれを阻むために、ここへ来たのだ。

　エレノアは強く拳を握り、やっとの思いで歩き始めた。




　事前に王太子が早馬を出して知らせてくれていたため、エレノアはすぐに院長室へ通された。

　白い漆喰の壁と木の梁や石の床――よけいな飾りがない簡素で清潔な部屋は、いかにも神の家にふさわしい。豪華な装飾を見慣れているエレノアにはかえって好ましく感じられた。

（神様、どうぞお力をお貸しください）

　壁にかけられた十字架に祈りを捧げていると、扉が開いて、院長が姿を見せた。

「まあ、エレノア様！」

「テレジア院長様！」

　顔を合わせた瞬間、二人はどちらからともなく駆け寄って抱き合った。

「本当にお久しぶりですね。エレノア様はますますお美しくなられて、まぶしいくらいですわ」

「どうもありがとうございます、院長様。たいへんご無沙汰いたしております」

　今は祈りの日々を送っているが、テレジア院長はペルジャンドルの由緒ある貴族の出だ。長く王宮勤めをしていて、エレノアの両親とも交流があった。

「こんなところまでおいでいただき、お疲れさまでした」

　初老になり、質素な灰色の尼僧服姿ではあったが、院長は気品を感じさせ、前と同じように柔らかな笑顔を見せてくれた。

「いいえ、院長様。こちらこそ朝早くからお邪魔してしまい、たいへん申しわけございません」

「ところで火急のご用件と伺いましたが？」

「はい。王太子殿下からお聞き及びとは思いますが、実は王宮で問題が起こりまして――」

　エレノアはアーネストが突然の病に倒れたことから、『闇の森』で隠者であるユリウスを見つけ出し、その治癒に力を尽くしてもらったことなどを簡潔に伝えた。

「エレノア様が……『闇の森』にいらしたのですか？」

「はい、王妃様がもう隠者様にお縋りするしかないとおっしゃられたのです。伝説かもしれないけれど国中の名医を集めても、殿下のご容態は日に日に悪化していくばかりでしたので」

「そうでしたか」

　何か思い当たることがあるのか、院長は表情を曇らせている。

「殿下の病の原因は呪いだと……ユリウス様はおっしゃいました。そしてご自身も命の危険にさらされながら調伏してくださったのですが、今になって王妃様はすべてがあの方のはかりごとだと決めつけられ、独房に収監されてしまわれたのです。それだけでなく――」

「エレノア様？」

「処刑が決まったと、王太子様からお手紙をいただきました。あの方を無理に王宮にお連れしたのは、わたくしなのです。ユリウス様に何かあったら、わたくし、わたくしは――」

　エレノアは自分でも気づかぬうちに跪き、院長の裾に取りすがっていた。さらに深く頭を下げて、必死に訴える。

「お願いです、院長様！」

「まあ、エレノア様？」

「院長様ならお力になってくださるはずだと、殿下のお手紙に書いてありました。どうかユリウス様をお助けください！」

　もしユリウスを失ったら、どうすればいいのだろう？　どんなことをしても彼を助けたい。絶対に失いたくない――今、エレノアの心に渦巻いている想いはそれだけだった。

「……エレノア様」

　院長が膝をつき、そっと肩を抱いてくれた。

「お好きなのですね」

「えっ？」

「ご自分ではお気づきになられていませんでしたか？」

　思わず顔を上げると、麻のハンカチが差し出されていた。いつの間にかエレノアの頬は涙で濡れていたのだ。

「わたくしが……ユリウス様を？」

「ええ、そうですわ」

　そう口にされても実感が湧かず、エレノアは目をしばたたく。しかしその意味がジワジワと染みいってきて、次第に確信へと変わっていく。

「愛しておられるのですね」

　なぜユリウスのことばかり考えてしまうのか？　どうして彼との別離がこれほど耐えがたいのか？　言葉にされてみると、すべてが腑に落ちる。間違いなく……自分は彼を愛しているのだ。

「え、ええ、院長様。わたくしは確かにユリウス様をお慕いしております。何があっても、あの方を失いたくありません。ですから、どうかお助けください！　どうしたら王妃様のお心を変えることができるのでしょう？」

「王妃様は――」

　テレジア院長は眉を寄せて、口ごもった。

　彼女はかつて忠実な侍女として王妃に仕え、息子の誕生後はしばらく乳母を務めていた。今は会う機会もないが。王妃が心を許している数少ない存在で、院長なら説得も可能かもしれないと王太子の手紙に書いてあった。

　今はエレノアも切実にそう思う。

「お願いです、院長様！　このままではユリウス様は命を奪われてしまいます。不思議な能力をお持ちだから、そうしようと思えばできるのに、逃げようとされないのですもの！」

「ユリウス様は……ご立派になられたのですね」

「えっ？」

　エレノアは耳を疑った。院長の口ぶりはユリウスを知っているとしか思えなかったからだ。

「では、あの方をご存じなのですね？」

　しかし答えはなかなか返ってこない。こんな場合に相手を追いつめてはいけないと知っていたが、エレノアはそれ以上我慢できなかった。

「院長様、何かご存じなら教えてください。このままではユリウス様のお命が危ないのです。あの方は無実なのに！」

　院長はなおもしばらく迷っていたが、やがて思いつめた様子で話し始めた。

「わたくしが……森へお連れしました。生まれて間もない、あの方を」

「森？」

「ええ。ユリウス様は王妃様のお子なのです。『闇の森』に住む隠者様との間に生まれた――」




　今から二十数年前、当代国王の許嫁で、『ペルジャンドルの白百合』と呼ばれるほどの美少女だったユーリアを突然の悲劇が襲った。

　婚礼を翌年に控えた十六の夏、当時は王太子だった国王は遊学のため、一年間ペルジャンドルを留守にした。その隙を狙い、美しいユーリアをわがものしようとした不埒な貴族がいたのだ。

　共に異国に出てしまえば追われることはないと考えたのか、その男は教会に向かうユーリアをさらい、誰も近づかない『闇の森』へと連れ込んだ。ほとぼりがさめるまで、そこで時を稼ごうとしたのだろう。

　当時から仕えていた院長はあいにく別な用事があり、後で教会に行くことになっていたので、その場には居合わせなかった。

「お気の毒な王妃様は……その男に純潔を奪われてしまったのです」

　ことの次第を知っているのは、本人以外には秘密を打ち明けられたテレジア院長だけだという。

　ユーリアは気がふれたように逆上し、その様子に驚いた男は、彼女ひとりを残して森を去った。犯された挙句に捨てられた少女は自ら命を絶とうとしたが――。

「森に住む隠者様がお救いくださったそうです」

　隠者は黒髪で、銀の瞳を持つ美青年だったという。ユーリアはしばらく彼のもとで暮らした。何も訊かれず、ただそばにいるだけなのに、心も身体も次第に癒されていき、気がつけば恋に落ちていたそうだ。

　そして相手の青年もまた彼女を求めたのだった。

「そんなことがあって騒ぎにならなかったのですか？　一日、二日のことではないはずですが？」

「不思議なことに、わたくしも王妃様のご家族もあのころのことはぼんやりとしか覚えていないのです。格別に騒動も起こりませんでしたし」

「では、王妃様をさらった男はどうなったのですか？」

「犯人かどうかわたくしにはわかりませんが、そのころ、狩りの最中に狼に襲われて亡くなった方がおられます」

「狼が……」

　ユリウスの父であれば、その人もまた不可思議な力を持っていたのだろう。愛する少女を苦しめた男を抹殺したり、彼女の周囲の人々の記憶を操作したりすることは造作もなかったはずだ。

　ところがユーリアが身ごもったことで、状況が大きく変わった。

　隠者は妊娠を喜ばず、彼女に帰宅を命じたのだった。子どもを産んだ後は生娘の身体に戻すから、予定どおりに王家に嫁ぐよう勧めたという。

「今になってみれば、隠者様はユーリア様の幸福だけを願っておられたのだと思います。真綿でくるまれるように大切に育てられた方に、森の暮らしは無理ですもの」

「それを……王妃様は納得されたのですか？」

「隠者様は不思議な力をお持ちの方だそうです。王妃様は否応なくお屋敷に戻され、病気を口実に月満ちるまで、わたくしと別荘でお過ごしになりました。ご両親もご友人も、誰ひとり何も疑いませんでした」

「では、その時に生まれたのが――」

「ユリウス様です。わたくしが取り上げ、『闇の森』までお連れして、隠者様にお渡ししました。その際に、ユリウスと名づけるとおっしゃっておられたのです」

　ユーリアとユリウス――息子の名は、母の名前にちなんでつけられたのだ。やはり彼の父もまたユーリアを愛していて、だからこそ遠ざけたのだろう。

　そして隠者の言葉に嘘はなく、子どもを産み落としたにもかかわらず、彼女の身体は生娘のそれに戻ったそうだ。

　翌年、ユーリアは何事もなかったように婚礼を挙げ、王室に入った。しかし最愛の相手と別れ、我が子と無理に引き離されたのだ。表向きは幸福そうに見えても、気持ちの浮き沈みが激しく、ずいぶん苦しんでいたという。

「王妃様が落ち着かれたのは、殿下を身ごもられてからです。無事にお生まれになってからは、すべてを捧げるように大切にお育てになられました。わたくしを乳母にされましたが、ご自分のお乳をさし上げ、細やかにお世話をなさって……お熱を出されれば夜も眠らず看病されました」

　やがてテレジア院長はアーネストが七歳になった年に、王宮を去った。

「わたくしがおそばにいては、王妃様はむごい記憶を決して忘れることができません。それにここで祈りを捧げることで……自分の罪を償いたかったのです。わたくしは王妃様のもとから、大切なお子様を連れ去ったのですから」

　王妃は『闇の森』に住む隠者が謎めいた能力を持つことを知っていた。だから王太子のために、今回も縋ろうとしたのだろう。

　――銀の瞳には恐ろしい魔力があって、人を操り、すべてを思いのままにできるのです。わたくしはかつてそういう相手に会ったことがあるの。

　王妃は今なお、若き日の恋を引きずっていたのかもしれない。そのせいで心を病んでしまった可能性もある。

　ひたむきに愛し、子どもまで授かったのに、添い遂げられなかった相手――黒髪で、銀の瞳を持つ隠者の面差しは、おそらくユリウスに色濃く受け継がれているのだろう。

　昨日、王妃に覚えた違和感は気のせいではなかった。

　彼女が誰かに似ていると思ったのはユリウスの母だったからなのだろうか。

　その父への愛情と恨みが長年の間に積もり積もっていたところに、失った息子が現れたのだ。二人の息子を前にして混乱し、彼女の中で互いに相争う、現実とは異なる図式が勝手にできあがったのかもしれない。

　そうなれば、ひとりを守るために別のひとりを排除しようとしてもおかしくはなかった。ましてユリウスは自分を捨てた男と同じ銀の瞳をしているのだから。

　しかし王太子にかけられた呪詛は誰の仕業なのだろう？　そもそもアーネストが無事であれば、ユリウスが王宮に姿を見せることもなかったのだ。

「院長様、それでは誰が殿下を呪ったのでしょう？　そんな恐ろしいことをする者は思いつきませんけれど」

　院長もちょうど同じことを考えていたのかもしれない。少しためらってから「憶測ですが」と、視線を落とした。

「王妃様は……何もかも投げうつようにして、アーネスト様をお育てになりました。ユリウス様にはできなかったことを、すべてしてさしあげたかったのでしょう。ですから、殿下がアメリア様と結婚されれば、ご自分から離れていくと思われたのかもしれません。それがおつらくて――」

「まさか王妃様が？」

「あくまで、わたくしの憶測に過ぎません。けれど、もしかしたら隠者様と通じ、ユリウス様を授かったことで、何か不思議な力を手にされたのかもしれません。もちろんご自分では気づいておられないと思いますが――」

　王妃にとって、確かに王太子は手中の珠だ。かつて息子を奪われた経験があるのだから、二度目は絶対にそうさせまいとするだろう。アメリアに奪われるくらいなら、たとえ呪いをかけて殺してでも、アーネストを自分のもとにとどめたいと思ったのだろうか？　もし無意識にそうしてしまったとしたら？

「お気の毒に」

　妻を娶っても母と息子が家族であることに変わりはないが、王妃には耐えられなかったのだろうか？　赤子を捨てた罪悪感が王妃の愛情を蝕み、歪ませてしまったのかもしれない。そして今は刃となって、当のユリウスに襲いかかろうとしている。

「院長様、わたくしはどうすればいいのでしょう？　ユリウス様を……そして王妃様のこともお助けしたいのです」

　一度狂った運命の歯車を元に戻すことは容易ではない。それでもエレノアはあきらめたくなかった。このままでは誰もが不幸になってしまう。

「わたくしには神に祈ることしかできません。ですが――」

　院長は自分の無力さを嘆くように、小さくため息をついた。

「お救いになれるかもしれませんよ」

「えっ？」

「ユリウス様と……もし褥しとねを共になさったのであれば、エレノア様も王妃様のように、不思議な力をお持ちになられたかもしれません。ですから、エレノア様。あなたは若き日の王妃様がおできにならなかったこと……本当は心から望んでおられたことをなさいませ。ご自分に正直になるのです。そうすれば、もしかしたら――」

「正直に……」

　授けられた言葉はひどく漠然としていて、エレノアは戸惑うばかりだった。いくら考えても、具体的に何をすればいいか見当もつかない。

（でも、そうするしかないわ）

　自分に正直になって、心から望むことを実行するのだ、ユリウスと王妃を深い闇から救い出すために。

　エレノアは院長に礼を言って、慌ただしく修道院を辞去した。






第十章　真実の光









　それから一時間後、エレノアは再びユリウスがいる北西の塔にやってきた。

　処刑が決まったせいか衛兵たちの様子は以前より物々しいが、エレノアはもちろん詮議されることなく中に入ることができた。

　奥の小部屋は以前と同じように窓に板が打ちつけられ、ユリウス本人は荒縄と鉄の枷で拘束され、目隠しもされていた。

「ユリウス様」

　エレノアがそばにいると気づいているはずなのに、無言のまま動こうとしない。

「ユリウス様、エレノアでございます」

　再び呼びかけても、返事はなかった。

　すべてをあきらめたような態度に、エレノアは途方に暮れながらも、傍らに跪く。

「どうかお聞きください。実は修道院に行っておりました。そちらの院長様はユリウス様がお生まれになった時のことをよくご存じで……お父上のことも、それからお母上のことも……わたくしに教えてくださいました」

　自分の言葉がユリウスの心に届くよう、エレノアは手首の縛めを解きながら話し続ける。

「ユリウス様のお母上は――」

「王妃……なのだろう？」

「ご存じだったのですか？」

　わずかの間を置いて、吐息のような声が落ちてきた。

「知っていた」

　ユリウスの中には一族の記憶がすべて受け継がれているという。当然ながら、父に何があったかも探ればわかるというのだ。

「しかし父は王妃との一件を封印し、俺には王宮に近づかないよう厳しく言い含めていた。だが昨日……あの人を見た瞬間、すべてがわかった」

「……ユリウス様」

「知りたくはなかったが、あの人が……俺を産んだことも、父によって引き離されたことも……それで心を病んでしまったことも……全部」

　王妃をひと目見ただけでも、ユリウスに対する強い憎しみは伝わったはずだ。たとえそれが愛情の裏返しだとしても、彼自身はそれを知らない。相手は本当の母親なのだ。いったいどれほどつらかったことだろう。

　何を言えばいいかわからず、エレノアは唇を引き結んで、ユリウスを縛りつけている荒縄を解き始めた。

「放っておけ、エレノア。そんなことをすれば、君まで罪に問われる。どうせ俺は死ぬんだ」

「ユリウス様！」

「あの人に会って、王太子にかけられている呪詛の相手もわかった」

「王妃様……なのですね？」

「決して意図してのことではないのだ。いずれにしろ呪いは俺が引き受けたから、もう逃れようがない。処刑は単に死が早まるだけだし、そうなればすべて片がつく」

　淡々とした口調がいっそう気持ちを波立たせた。堪えようとしても、緑の瞳から涙が零れて落ちてしまう。

　この結果に本人は納得しているようだし、王太子も救われる。しかしだからといって、どうしてユリウスが犠牲にならなければいけないのだろう？

「お助けいたします……わたくしが……必ず」

　王妃の苦悩は本人が意識せぬまま呪いとなり、巡り巡って二人の息子を傷つけた。そして今、ユリウスの命を奪おうとしている。どうして放っておけるだろう？

「無駄だ。呪いの解き方は俺にもわからない。この身に引き受けるしかなかった」

「そんな――」

「今はそうしてよかったと思っている。王太子は俺の……弟だ。それに君だってうれしいはずだ。心を寄せている相手が助かるのだから」

　瞬間、エレノアの手が止まった。
（何ですって？）

　この場でさんざん凌辱された時も、ユリウスは同じようなことを言っていた。

　――君の心にいる想い人は誰だ？

　そんな相手はいないのに、嘘つきだとエレノアを責めもした。

（殿下のことを誤解されているのだわ）

　誰も近づかない『闇の森』にも分け入り、王宮に来る交換条件として処女を捧げることさえ厭わなかったからだろうか？　いや、きっと湖畔の館でアメリアの言葉を聞いてしまったのだろう。
（わたくしを……想ってくださっているの？）

　ユリウスがあれほどまでに激怒し、エレノアを残酷に嬲ったのは、王太子への嫉妬のためだったのだ。

　エレノアの胸に熱く切ないものがこみ上げてきて、視界がぼやけてしまう。けれど今は泣いている余裕などなかった。

　ユリウスのことで思い悩んだり、喜んだりしていいのは、彼を無事に助け出してからだ。

　そのためには生きる意欲を取り戻し、再び呪いと戦ってもらわなければ。

　まだ身体の縄は解けていなかったが、エレノアはいったん立ち上がり、ユリウスの目元を覆う布に指を伸ばす。どう動くのが正しいかはわからないが、とにかくできることをするだけだ。

　――あなたは若き日の王妃様がおできにならなかったこと……本当は心から望んでおられたことをなさいませ。ご自分に正直になるのです。

　目隠しはすぐにほどけ、銀の瞳が現れた。ユリウスは何度か瞬きしてから、傍らに立つエレノアにいぶかしげな視線を向けてきた。

　――銀の瞳には恐ろしい魔力があって、人を操り、すべてを思いのままにできるのです。

　王妃は彼の瞳を邪で忌むべきものと決めつけた。けれども本当はそうではないと、彼女自身も知っているはずなのだ。誰より愛した人と同じ色の瞳を受け継いでいるのだから。

「どうした、エレノア？」

「どうかお聞きください、ユリウス様。わたくしが愛している方は――」

　次の瞬間、荒々しい音をたてて扉が押し開けられた。

「その男から離れるのです、エレノア！」

　駆け込んできたのは血相を変えた王妃と、彼女に付き従う騎士団のヘルマンだった。彼の手には、威嚇のためか長剣が握られている。

「……王妃様」

「聞こえないのですか、エレノア。わたくしは離れるように命じたのですよ。その男はこのペルジャンドル転覆を企てた重大な反逆者です。処刑も決まっているのです」

「ですが王妃様、この方は無罪です。どうかお慈悲をもって、釈明の機会をお与え――」

　王妃は右手を上げてエレノアを遮ると、顔を歪めて「たばかられているのね」と吐き捨てた。

「恐れながら王妃様、わたくしは決してたばかられてなどおりません」

　王妃こそが暗い情念に惑わされ、ユリウスに的外れな憎悪をぶつけている――そう気づいてほしかった。彼がかつては心から愛していた赤ん坊であることを思い出してほしかったのだ。

「王妃様、どうかお聞きください！」

　ところが王妃はエレノアから顔を背け、随行のヘルマンに冷ややかに命じた。

「今ここで、あなたがこの者の命を奪うのです。これ以上たぶらかされる者が出ないように」

　さすがに驚いたのか、ヘルマンはすぐには動かず、エレノアの方にうろたえた視線を投げてきた。いくら王妃の命令とはいえ、その口調や態度からただならぬものを感じたのかもしれない。

「ヘルマン、早くなさい！」

　王妃の声が苛立ちで一段高くなり、空気を震わせる。ジリジリと緊張感が募っていく中、エレノアは横に座るユリウスを見やった。

　実の母が理不尽にも命を奪おうとしているにもかかわらず、彼は目を閉じて泰然としている。やはり無抵抗のまま、呪いごとすべてを受け入れるつもりでいるらしい。

　バタバタと足音が聞こえたのは、その時だ。誰かが息を切らして、戸口に顔を覗かせた。

「いったい何ごとだ？」

　意外にも、戸口に姿を見せたのは王太子だった。

「アーネスト！」

「母上、どうしました？　こんなところで何をされているのですか？」

「わ、わたくしは――」

「さあ、お部屋に戻りましょう。まだお身体が本調子ではないのですから」

　親子が押し問答を始めたので、エレノアはわずかに気を抜きかけた。王太子がいてくれれば、事態が急変することはないと思ったのだが――。

「貸しなさい！」

　本当に一瞬のことだった。

　王妃がヘルマンの剣を奪い取って、ユリウスに突進してきたのだ。王太子はもちろん、騎士団の副官でさえ反応できなかったのは、誰もが予想もしていなかったせいだろう、しかしその素早さもまた尋常ではなかった。

「ユリウス様！」

　エレノアは悲鳴を上げたことさえ覚えていない。剣の刃先がきらめき、それがユリウスの胸を狙っているのが見えて、咄嗟に身体が動いた。

「エレノア！」

　次の瞬間、雷鳴をまともにくらったような気がした。

「くっ！」

　胸に凄まじい衝撃が走り、燃えるような熱さに襲われる。同時に目の前のすべてが眩しい光に包まれた。

　しかしエレノアが覚えているのはそこまでだった。




　誰かが髪を撫でてくれていた。

（知っている。知っているわ……この感触）

　自分は眠っているのだろうか？

　傷ついた身体を癒し、波立つ気持ちを静めてくれるような優しい指先――エレノアは夢うつつで朦朧としながらも、笑みを浮かべる。ただ身を委ねているだけで、心から安心できる気がした。

　続いて、額に柔らかくあたたかい何かがそっと触れた。

「あ……」

　そのころには口づけされたのだとわかるほど、意識がはっきりしてきた。

　そばにいてくれるのが誰なのか、もちろんわかっていたつもりだ。それでも目を開いて、間近に銀の瞳が見えた時には、涙が零れそうなくらい安堵した。

　エレノアは寝台に寝かされていて、傍らにユリウスが座っていたのだ。

「ユリウス……様」

　思わず手を伸ばすと、優しく身体を起こしてくれた。

「エレノア」

「ユリウス様、わたくし、わたくしは――」

　それ以上は何も言えずに、どちらからともなく抱きしめ合う。夢でないことを確かめたくて、互いの髪に、額に、目蓋に、頬に触れ、それからようやく唇を合わせた。

　何が起きて、今どこにいるのかも理解できていない。それでも自分とユリウスがこうしていられるなら、それだけで十分だった。

　ただ触れ合うだけの口づけを繰り返してから、ユリウスがそっと顔を離した。

「呪いは解けた」

「えっ？」

「王太子も俺も無事だ。君が俺を助けてくれたんだ」

　エレノアを両腕で包み込み、髪に鼻先をうずめて、ユリウスは続ける。

　刃は確かに、エレノアの胸を貫いた。しかしその瞬間、溶けるように消えてしまい、何の傷も残らなかったそうだ。同時にエレノアがいつもつけている十字架のペンダントも弾け飛び、王妃はその場で失神したという。

　その後で、ユリウスはエレノアと共に王宮の一室に連れてこられたそうだ。

「王妃様はご無事なのですか？　今はどうしておられるのです」

「君は……自分よりあの人のことを心配するのか？　あんな目に遭ったというのに」

　言われてみれば確かにそうだが、王太子やユリウスを苦しめていた呪いが解けたのであれば、何よりそれが気がかりだった。呪詛をかけたのは王妃なのだから。

「わたくしは……わたくしは大丈夫ですもの。どこも痛くありませんし」

「本当に豪胆なのだな、エレノア」

　ユリウスがあきれたように声を上げて笑う。初めて聞いた笑い声は意外なほど朗らかだった。

　ずっと彼を覆っていた闇のベールがゆっくり剥がれ落ちていくようで、緑の瞳に涙が溢れる。

　――ご自分に正直になるのです、エレノア様。

　心の奥でテレジア院長の声が響いた。

「ユリウス様、お慕いしております」

　エレノアはゆっくり身を離すと、今度は自分からユリウスの肩に両腕を投げかけた。

「愛しています、あなたを、あなただけを。わたくしの想い人はユリウス様おひとりです」

　ユリウスはかすかに震えながら、壊れものでも扱うかのようにエレノアの腰に手を回し、こわごわと抱きしめる。

「……本当か？」

「ええ、本当です。おわかりにならなかったのですか？　ユリウス様はあれほど不思議なことがおできになるのに」

「俺は……自分のためには何もできない。君が俺をどう思っているかも……ずっとわからなくて、だからあんなことを……」

　エレノアは自ら、ユリウスと唇を合わせた。それ以上言われなくても、彼の気持ちはもうわかっていたからだ。

　目を閉じると、ユリウスの腕に力がこもり、再び寝台に横たえられた。二人は口づけを深めながら、互いの服を脱がせ合った。

　これまで何度も繰り返してきたこととはいえ、彼の前で肌をさらすのはどうしようもなく恥ずかしい。それでも今は羞恥以上に、深い喜びが心を占めていた。一刻も早くユリウスと繋がりたくて、全身の細胞がわなないているのがわかる。

「エレノア……エレノア」

　ユリウスの方も同じ気持ちなのかもしれない。いつになく焦れた様子で、真っ白な太腿を大きく割り開いた。

「す、済まない。余裕がなくて」

「い、いいえ。大丈夫です」

　実際、エレノアの淫花はすでに濡れそぼっていたし、ユリウスの雄も反り返るほど昂っていた。ただ接吻を繰り返しただけで、互いを欲する気持ちが限界まで膨れ上がってしまったのだろうか。さらに時間をかける余裕はどちらにもなかった。

「エレノア、力を抜いてくれるか」

　上擦った声で囁かれただけで、達してしまいそうになる。さらに腰をつかまれ、猛りの先端を押し当てられると、トロリと蜜が零れ出た。

「あううっ！」

　まったく慣らされていないため、さすがに侵入される時はつらかった。

「くっ！」

　ユリウスも苦しそうに呻いたが、それでも強く求め合っているせいか、互いの身体はあっという間に馴染んでいく。

「楽にして。そうだ」

　抜き差しが始まると、これまで以上に愉悦が押し寄せてきて、どうしていいかわからなくなった。隘路を擦り上げられては剛直を引き抜かれ、腰が勝手にくねってしまう。

「あ、ああ、ああん！」

　白い肌が上気して、堪えきれずに涙が零れた。

　奥の奥までズブズブと貫かれ、強過ぎる快感が幾重にも重なっていく。それなのにまだ足りなくて、貪欲に先を求めずにいられなかった。

「あ、あ、ユリウス……さま……もっと」

　角度を変えて、いっそう深く突き入れられ、エレノアはユリウスの頭をかき抱く。

　きっと自分はずっとこうしたかったのだ。身も心も溶け合うくらい彼と繋がりたいと、いつの間にか思うようになっていたのだろう。

「あ……ふっ……」

　もうユリウスも抑えが利かないようだった。腰を抱え直されて楔を深く打ち込まれ、容赦なく犯される。グチグチと隠微な水音が響き、二人分の熱気で室内の空気さえ湿っていくようだった。

　さらに揺さぶられていると、ふいに頂点が訪れた。エレノアの全身がガクガクと震え、発火しそうに熱くなって、気が遠くなる。

「やあ、あっ！」

「エレノア……エレノア」

　近くでユリウスの声はするものの、自分がどこにいるのかわからない。身体がひどく重だるい一方で、不思議な浮遊感も覚えていて、ずっとこうしていたいと思うほど心地よかった。

「ユリ……ウス……様？」

「愛している、エレノア」

「えっ？」

「俺は……君のいない世界では生きてはいけない」

　凍てついた冬の色としか感じられなかった銀の瞳は今、夜の空に浮かぶ月のように優しく穏やかに輝いている。

「で、では……わたくしを……どうか……ずっとおそばに――あ、あんっ！」

　その瞬間、抜かれずにいたユリウスの雄茎がまた急速に質量を増した。

「ひあぁっ！」

「エレノア、君は……かわい過ぎる」

「やあっ、大き――んんぅっ！」

　貫かれたまま唇を塞がれ、器用な舌先で口内を思うさま蹂躙される。息も絶え絶えになりながら、エレノアは再び官能の波にさらわれた。

（えっ？）

　気がつけば、いつの間にか体勢が入れ替わっていて、仰臥するユリウスに覆いかぶさる形になっていた。

「あっ、あん……ああっ！」

　彼の上になったことで今までより深く穿たれて、エレノアは大きく身体をしならせる。

「かわいいエレノア」

　金の糸を思わせる髪を撫でながら、ユリウスが囁いた。

「身体を起こせるか？」

「えっ？　あ、え、ええ」

　混乱しながらも、エレノアはゆっくり上体を起こす。

「あ――」

　これまでも裸身をさらしていたが、下から見上げられると、また違った恥ずかしさを覚えずにいられない。思わず胸元を隠そうとすると、そっと両手を握られた。

「隠さないで、エレノア」

「で、でも――」

「君はきれいだ。俺に全部見せてほしい。君のすべてを知りたいんだ」

　エレノアの中では、ユリウスがドクドクと脈動している。体勢を変えたことでいっそう深く突き刺されながら、エレノアは全身を朱に染めて頷いた。

「……わかりました」

「動けるか？」

「動く？」

「腰を上げて、もう一度俺を挿れられるか？」

「そ、それは――」

　自分で抜き差しできるかと問われたのだ。あまりにはしたない気がして、戸惑わずにはいられない。それでもユリウスが求めているのなら、あの銀色の瞳で見つめていてくれるなら――。

　エレノアは泣きそうになりながら、ゆっくり動き始めた。

「あうっ、う、う！」

　腰が上下するたびに、ユリウスの屹立が敏感な肉襞を擦り上げ、乳房が揺れることさえ快感に繋がってしまう。すると今度は腰を抱え直され、下から強く突き上げられた。

「ひうぅっ！」

「エレノア、愛している、エレノア」
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　溶け合ってしまいそうなくらい深く穿たれ、揺さぶられて、意識がおぼろに揺らめいていく。目がくらむほどの快感が怒涛のように押し寄せてきて、身体がふわりと浮かび上がったような気がした。天井や屋根を通り抜け、まるで月や星が輝く夜空をたゆたっているみたいだ。

　もしかしたら自分たちは本当に浮遊しながら繋がっているのかもしれない。ユリウスが望めば、そんなことさえたやすくできてしまうだろうから。

（愛しています……ユリウス様）

　上気した頬を悦びの涙が伝い落ちていく。

　なおも互いを求め合い、エレノアはいつ果てるともなくユリウスに溺れ続けた。






終章









　エレノアがユリウスと共にテレジア院長を訊ねたのは、それからひと月後のことだ。

　もっとも男性が女子修道院に足を踏み入れることはできないので、正確にはその棟続きに建つ小さな館を訪問したのだった。

「ごきげんよう、エレノア様。そしてユリウス様……はじめまして」

「はじめまして、テレジア院長殿」

　過去のいきさつから、それぞれに思うこともあるはずだが、ユリウスも院長も柔らかく微笑んでいた。不幸な記憶に囚われれば、さらに大きな不幸を招きかねないことを、二人とも嫌というほど知っているからだろう。

「院長様、その節はたいへんお世話になりました。心からお礼を申し上げます」

「いいえ、エレノア様。わたくしはただお祈りしていただけですわ。もちろん神様が守ってくださったのでしょうけれど……すべて、あなたのお働きだと思いますよ」

　ユリウスの言葉どおりに呪いは解け、王太子は完全に健康を取り戻して、アメリアと盛大な婚礼を執り行った。挙式から半月が過ぎたが、王都は今も華やいだ雰囲気に包まれている。

「どうもありがとうございます」

　エレノアは微笑んで、きれいな花束を差し出した。

「今日はこれを王妃様にお持ちしたのですが……お目にかかることはできますか？」

「まあ、どうもありがとうございます。今日はだいぶ具合がおよろしいのですよ。さあ、どうぞ」

　二人が案内されたのは落ち着いた雰囲気の部屋で、広さも豪華さも王宮の居室とは比べものにならないが、そこにいる王妃は心からくつろいでいるように見えた。

「ユーリア様、失礼いたします」

「どうぞ」

　今の王妃は自分が国王に嫁いだことも、王太子の母であることも覚えていないという。王宮での暮らしは負担が多いため、こちらに移ってきたが、王妃には今も女官長はじめ数人の侍女が付き従っている。国王や王太子も三日にあけず見舞いに訪れ、この館でなごやかな時間を過ごしていくそうだ。

「ユーリア様、お客様が見えましたよ。ほら、こんなにきれいなお花をくださいました」

「お客様？　どなた？」

　王妃は声をかけられて顔を上げたが、その表情は少女のようにあどけない。腕に赤ん坊くらいの大きさの人形を抱いて、不思議そうに小首を傾げていた。

　やはりエレノアのことも、あれほど憎悪していたユリウスのことも覚えていないらしい。

「エレノアと申します、ユーリア様。こちらはわたくしの友人のユリウス様です」

「はじめまして。お会いできてうれしいわ、エレノアさん。とてもきれいなお花をくださって、どうもありがとう」

　王妃はエレノアに会釈し、続いてユリウスに視線を向けると、うれしそうな笑顔を見せた。

「まあ、なんて美しい瞳をしていらっしゃるのでしょう。わたくしの赤ちゃんと同じだわ」

「……赤ちゃん？」

「ええ、そうよ。この子をごらんになって。きれいな銀色の瞳でしょう？　黒い髪も、あなたと一緒ですわね」

　王妃に見つめられたユリウスは小さく頷き、口角を上げた。

「ええ、そうですね。かわいらしい赤ちゃんだ」

「どうもありがとう。わたくしの大切な……本当に大切な子なのですよ」

　王妃は晴れやかに微笑むと、人形の額に口づけして、子守歌を歌い始めた。そのままエレノアたちのことは忘れてしまったのか、人形だけを見つめている。

「愛しておられたのですわ……ずっと」

　目元を押さえる院長を見やり、エレノアは傍らに立つユリウスの手を握った。

「ええ、そして……今もきっと」

　それ以上は言葉が見つからなかったが、ユリウスの方からそっと肩を抱いてくれた。

「ところでユリウス様は爵位を賜たまわったとお聞きしましたが――」

「ええ。伯爵として、『闇の森』近くの一帯を治めることになりました」

　無言で王妃を見つめ続けるユリウスに代わって、エレノアが答える。

「それではエレノア様もそこに？」

「はい。国王陛下が館を造ってくださるとおっしゃったので、いずれ二人でそちらに参ります」

「本当にようございましたね。お二人の末永いおしあわせを心よりお祈りしております」

「どうもありがとうございます、テレジア院長様」

　院長の祝福はうれしかったが、ユリウスの気持ちを思うと手放しで喜ぶことはできない。何もできない自分が歯がゆくて、エレノアがその手を握った時だ。

　王妃がふと立ち上がり、人形を置いて、二人の方へ駆け寄ってきたのだ。

「お帰りになるのでしょう？　今日は来てくださってありがとう」

　院長の言葉が聞こえたらしく、王妃はエレノアとユリウスが繋いでいる手に自分の手を重ねた。

　その瞬間、水彩画のような何かがエレノアの胸に揺らめいた。

（これは、何――？）

　笑みを浮かべて見つめ合うユリウスと自分、そしてそれぞれがひとりずつ赤ん坊を抱いている。

　金髪で銀の瞳をした女の子と、黒髪で緑の瞳を持つ男の子――かわいらしい双子のようだ。

「お二人とも、どうぞおしあわせに」

　王妃が手を離した瞬間、それはかげろうのように消えてしまったが――。

　修道院の門を出てからも、エレノアはまだ戸惑っていた。

　さっき目にしたものは何だったのだろう？　二人の未来か、それともエレノアの願望、いや、いっそ幻だろうか？　考えたこともなかったが、確かにいずれは子どもができるかもしれない。

「きっと未来だ」

「えっ？」

　肩を並べて歩いていたユリウスが足を止めて、エレノアを見つめていた。

「俺にも見えた……君と俺と二人の赤ん坊。自分の行く末はわからないはずなのに……君と手を繋いでいたからだろうか」

「ユリウス様」

「あの人の……贈りものかもしれないな」

　寂しげだが、何かがふっ切れたような表情に、エレノアの胸が熱くなる。

　これからはいつも自分がそばにいる――そう伝えようとした時、ふわりと身体が浮いた。

「あ」

　気づけば、ユリウスに抱き上げられ、もう何度目になるかわからない口づけを交わしていた。

「愛している」

　その囁きだけで世界は輝き、すべてが満たされていく。

　エレノアは銀色の瞳を見つめ、ユリウスに同じ言葉を返した。




（了）
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あとがき




　こんにちは。麻倉あさくらとわです。

　まずは本作『黒き隠者の褥　～処女騎士は淫らに啼く～』をお選びいただきまして、心からお礼を申し上げます。トパーズノベルス様からは十八作目の配信作品になります。

　本作のヒロインのエレノアは女騎士。それはともかくとしてヒーローのユリウスは隠者です。

　でも隠者って何？　謎過ぎる！　そもそも作者である私自身がそう思いながらも、どうしてもこの不思議なカップルを書きたくて、無謀な（笑）挑戦をさせていただきました。

　ユリウスは不思議な力を持ち、国境沿いの広大な『闇の森』で、人知れず母国ペルジャンドルを守ってきたわけですから、西洋版の陰陽師みたいなものと考えていただけばいいでしょうか。

　このお話は密命を受けたエレノアがユリウスを探し出すところから始まります。

　貴族令嬢でありながら、騎士としての使命を何よりも優先してきたエレノア。

　そしてその出自ゆえに人間らしい感情に乏しく、愛を知らないユリウス。

　二人の関係は王太子を苦境から救うために始まりましたが、互いの真摯な姿に接して、次第に惹かれ合っていく様子を楽しんでいただけたら幸いです。

　さて本作には呪いも絡んでいて、いつものお話よりファンタジー色が強めですが、新型コロナ感染症や戦争、さらには超がつきそうなほどの天候不順など、現実世界で不穏なことが続く中、つかの間であっても、そういうことを忘れていただきたくて書きました。

　少しでも楽しんでいただければ、こんなにうれしいことはありません。

　そしてイラストは龍りゅう　胡伯こはく先生に担当していただきました。作者自身が「隠者って？」と迷っていたくらいですから、ユリウスを描くのはとてもたいへんだったと思います。にもかかわらず、本当にすてきな二人に出会わせてくださって、お礼の言葉もありません。

　美麗な表紙にも、ほんのちょっとだけ不穏な雰囲気が漂っていて、とにかく最高です！

　龍先生、謹んで感謝申し上げます。

　それからあいかわらずあちこち迷走する私を、常に励ましてくださった担当様。

　おかげで今作もなんとかこうして形にすることができました。ご迷惑ばかりおかけしておりますが、いつも本当にありがとうございます。

　最後になってしまいましたが、このお話を読んでくださった読者のみなさまには感謝の言葉が見つかりません。もっともっとすてきな作品が書けるようがんばりますので、引き続きよろしくお願いいたします。慌ただしく、何かと落ち着かない毎日が続いていますが、くれぐれもご自愛くださいませ。

　どうぞ次回作でもお目にかかれますように。




二〇二三年九月吉日

麻倉とわ
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